あまたとしみゝなれたまひにし川かせもこの秋はいとはしたなくものかなしく
て御はての事いそかせたまふおほかたのあるへかしきことゝもは中納言殿あさ
りなとそつかうまつり給ひけるこゝにはほうふくの事経のかさりこまかなる御
あつかひを人のきこゆるにしたかひていとなみ給もいとものはかなくあはれに
かゝるよその御うしろみなからましかはとみえたり身つからもまうて給ていま
はとぬきすて給ふほとの御とふらひあさからすきこえ給あさりもこゝにまいれ
りみやうかうのいとひきみたりてかくてもへぬるなとうちかたらひ給ふほとな
りけりむすひあけたるたゝりのすたれのつまより木丁のほころひにすきてみえ
けれはその事と心えてわか涙をはたまにぬかなんとうちすし給へる伊勢のこも
かくこそありけめとおかしくきこゆるもうちの人はきゝしりかほにさしいらへ
給はむもつゝましくてものとはなしにとかつらゆきかこのよなからのわかれを
たに心ほそきすちにひきかけゝむもなとけにふることそ人の心をのふるたより
なりけるをおもひいて給御くわむもんつくり経仏くやうせらるへき心はへなと
かきいて給へるすゝりのついてにまらうと
　　あけまきになかき契をむすひこめおなしところによりもあはなむとかきて
みせたてまつり給へれはれいのとうるさけれと
　　ぬきもあへすもろき涙のたまのをになかき契をいかゝむすはんとあれはあ
はすはなにをとうらめしけになかめ給身つからの御うへはかくそこはかとなく
もてけちてはつかしけなるにすか〱ともえの給よらて宮の御ことをそまめや
かにきこえ給さしも御心にいるましきことをかやうのかたにすこしすゝみ給へ
る御本上にきこえそめ給けむまけしたましゐにやとゝさまかうさまにいとよく
なん御けしきみたてまつるまことにうしろめたくはあるましけなるをなとかく
あなかちにしももてはなれ給らむ世のありさまなとおほしわくましくはみたて
まつらぬをうたてとをとをしくのみもてなさせ給へはかはかりうらなくたのみ
きこゆる心にたかひてうらめしくなむともかくもおほしわくらむさまなとをさ
はやかにうけたまはりにしかなといとまめたちてきこえ給へはたかへしの心に
てこそはかうまてあやしきよのためしなるありさまにてへたてなくもてなしは
へれそれをおほしわかさりけるこそはあさきこともまさりたるこゝちすれけに
かゝるすまゐなとに心あらむ人はおもひのこす事あるましきをなに事にもをく
れそめにけるうちにこのゝたまふめるすちはいにしへもさらにかけてとあらは
かゝらはなと行すゑのあらましことにとりませての給をくこともなかりしかは
なをかゝるさまにてよつきたるかたをおもひたゆへくおほしをきてけるとなむ
思あはせ侍れはともかくもきこえんかたなくてさるはすこし世こもりたるほと
にてみ山かくれには心くるしくみえ給人の御うへをいとかく朽木にはなしはて
すもかなと人しれすあつかはしくおほえ侍れといかなるへきよにかあらむとう
ちなけきて物おもひみたれ給けるほとのけはひいとあはれけなりけさやかにを
となひてもいかてかはさかしかり給はむとことはりにてれいのふる人めしいて
ゝそかたらひ給としころはたゝのちのよさまの心はえにてすゝみまいりそめし
をもの心ほそけにおほしなるめりし御すゑのころをひこの御ことゝもを心にま
かせてもてなしきこゆへくなんの給契てしをおほしをきてたてまつり給し御あ
りさまともにはたかひて御心はへとものいと〱あやにくにものつよけなるは
いかにおほしをきつるかたのことなるにやとうたかはしきことさへなむをのつ
からきゝつたへ給やうもあらむいとあやしき本上にて世の中に心をしむるかた
なかりつるをさるへきにてやかうまてもきこえなれにけん世人もやう〱いひ
なすやうあへかめるにおなしくはむかしの御事もたかえきこえすわれも人もよ
のつねに心とけてきこえ侍らはやと思ひよるはつきなかるへきことにてもさや
うなるためしなくやはあるなとの給つゝけて宮の御ことをもかくきこゆるにう
しろめたくはあらしとうちとけ給ふさまならぬはうち〱にさりともおもほし
むけたることのさまあらむ猶いかに〱とうちなかめつゝの給へはれいのわろ
ひたる女はらなとはかゝることにはにくきさかしらもいひませて事よかりなと
もすめるをいとさはあらす心のうちにはあらまほしかるへき御事ともをとおも
へともとよりかく人にたかひ給へる御くせともに侍れはにやいかにもいかにも
よのつねになにやかやなとおもひより給へる御けしきになむ侍らぬかくてさふ
らふこれかれもとしころたになにのたのもしけあるこのもとのかくろへも侍ら
さりき身をすてかたくおもふかきりはほとほとにつけてまかてちりむかしのふ
るきすちなる人もおほくみたてまつりすてたるあたりにましていまはしはしも
たちとまりかたけにわひ侍りておはしましゝ世にこそかきりありてかたほなら
む御ありさまはいとをしくもなとこたいなる御うるはしさにおほしもとゝこほ
りつれいまはかう又たのみなき御身ともにていかにもいかにも世になひき給へ
らんをあなかちにそしりきこえむ人はかへりてものゝ心をもしらすいふかひな
きことにてこそはあらめいかなる人かいとかくてよをはすくしはて給へき松の
葉をすきてつとむる山ふしたにいける身のすてかたさによりてこそ仏の御をし
へをもみち〱わかれてはおこなひなすなれなとやうのよからぬことをきこえ
しらせわかき御心ともみたれ給ぬへきことおほく侍めれとたわむへくもものし
たまはすなかの宮をなむいかて人めかしくもあつかひなしたてまつらむと思ひ
きこえ給ふへかめるかく山ふかくたつねきこえさせ給める御心さしのとしへて
みたてまつりなれ給へるけはひもうとからす思ひきこえさせ給ひいまはとさま
かうさまにこまかなるすちきこえかよひ給めるにかの御かたをさやうにおもむ
けてきこえ給はゝとなむおほすへかめる宮の御ふみなと侍めるはさらにまめ
〱しき御事ならしと侍めるときこゆれはあはれなる御ひとことをきゝをき露
の世にかゝつらはむかきりはきこえかよはむの心あれはいつかたにもみえたて
まつらむおなし事なるへきをさまてはたおほしよるなるいとうれしきことなれ
と心のひくかたなむかはかり思ひすつる世に猶とまりぬへきものなりけれはあ
らためてさはえ思ひなをすましくなむよのつねになよひかなるすちにもあらす
やたゝかやうにものへたてゝ事のこいたるさまならすさしむかひてとにかくに
さためなき世のものかたりをへたてなくきこえてつゝみ給御心のくまのこらす
もてなし給はむなんはらからなとのさやうにむつましきほとなるもなくていと
さう〱しくなんよの中のおもふことのあはれにもをかしくもうれはしくも時
につけたるありさまを心にこめてのみすくる身なれはさすかにたつきなくおほ
ゆるにうとかるましくたのみきこゆるきさいの宮はたなれ〱しくさやうにそ
こはかとなきおもひのまゝなるくた〱しさをきこえふるへきにもあらす三条
の宮はおやと思きこゆへきにもあらぬ御わか〱しさなれとかきりあれはたや
すくなれきこえさせすかしそのほかの女はすへていとうとくつゝましくおそろ
しくおほえて心からよるへなく心ほそきなりなをさりのすさひにてもけさうた
ちたることはいとまはゆくありつかすはしたなきこち〱しさにてまいて心に
しめたるかたのことはうちいつることはかたくてうらめしくもいふせくも思き
こゆるけしきをたにみえたてまつらぬこそわれなからかきりなくかたくなしき
わさなれ宮の御事をもさりともあしさまにはきこえしとまかせてやはみ給はぬ
なといひゐ給へりおい人はたかはかり心ほそきにあらまほしけなる御ありさま
をいとせちにさもあらせたてまつらはやとおもへといつかたもはつかしけなる
御ありさまともなれは思のまゝにはえきこえすこよひはとまり給てものかたり
なとのとやかにきこえまほしくてやすらひくらし給つあさやかならすものうら
みかちなる御けしきやう〱わりなくなりゆけはわつらはしくてうちとけてき
こえ給はむこともいよ〱くるしけれとおほかたにてはありかたくあはれなる
人の御心なれはこよなくももてなしかたくてたいめむし給ふほとけのおはする
なかのとをあけてみあかしの火けさやかにかゝけさせてすたれにひやうふをそ
へてそおはするとにもおほとなふらまいらすれとなやましうてむらいなるをあ
らはになといさめてかたはらふし給へり御くたものなとわさとはなくしなして
まいらせ給へり御ともの人〻にもゆへ〱しきさかなゝとしていたさせ給へり
らうめいたるかたにあつまりてこの御まへは人けとをくもてなしてしめ〱と
ものかたりきこえ給うちとくへくもあらぬものからなつかしけにあい行つきて
ものゝ給へるさまのなのめならす心にいりて思いらるゝもはかなしかくほとも
なきものゝへたてはかりをさはり所にておほつかなく思つゝすくす心をそさの
あまりおこかましくもあるかなと思つゝけらるれとつれなくておほかたの世中
のことゝもあはれにもおかしくもさま〱きゝ所おほくかたらひきこえ給うち
には人〱ちかくなとのたまひをきつれとさしももてはなれ給はさらなむとお
もふへかめれはいとしもまもりきこえすさししそきつゝみなよりふしてほとけ
の御ともし火もかゝくる人もなしものむつかしくてしのひて人めせとおとろか
す心ちのかきみたりなやましく侍をためらひてあか月かたにも又きこえんとて
いり給なむとするけしきなり山路わけ侍りつる人はましていとくるしけれとか
くきこえうけ給へるになくさめてこそ侍れうちすてゝいらせ給なはいと心ほそ
からむとて屏風をやをらおしあけていり給ぬいとむくつけくてなからはかりい
り給へるにひきとゝめられていみしくねたく心うけれはへたてなきとはかゝる
をやいふらむめつらかなるわさかなとあはめ給へるさまのいよ〱をかしけれ
はへたてぬ心をさらにおほしわかねはきこえしらせむとそかしめつらかなりと
もいかなるかたにおほしよるにかはあらむ仏の御まへにてちかこともたて侍ら
むうたてなをち給そ御心やふらしと思そめて侍れは人はかくしもをしはかり思
ましかめれと世にたかへるしれものにてすくし侍そやとて心にくきほとなるほ
かけに御くしのこほれかゝりたるをかきやりつゝみ給へは人の御けはひ思やう
にかほりをかしけなりかく心ほそくあさましき御すみかにすいたらむ人はさは
りところあるましけなるをわれならてたつねくる人もあらましかはさてやゝみ
なましいかにくちをしきわさならましときしかたの心のやすらひさへあやうく
おほえ給へといふかひなくうしと思てなき給ふ御けしきのいと〱をしけれは
かくはあらてをのつから心ゆるひしたまふおりもありなむと思わたるわりなき
やうなるも心くるしくてさまよくこしらへきこえ給かゝる御こゝろのほとをお
もひよらてあやしきまてきこえなれにたるをゆゝしき袖の色なとみあらはし給
心あさゝに身つからのいふかひなさも思しらるゝにさま〱なくさむかたなく
とうらみてなに心もなくやつれ給へるすみそめのほかけをいとはしたなくわひ
しと思まとひ給へりいとかくしもおほさるゝやうこそはとはつかしきにきこえ
むかたなし袖の色をひきかけさせ給はしもことはりなれとこゝら御らむしなれ
ぬる心さしのしるしにはさはかりのいみおくへくいまはしめたる事めきてやは
おほさるへきなか〱なる御わきまへ心になむとてかのもののねきゝしありあ
けの月かけよりはしめており〱の思ふ心のしのひかたくなり行さまをいとお
ほくきこえ給にはつかしくもありけるかなとうとましくかゝる心はえなからつ
れなくまめたち給けるかなときゝ給ことおほかり御かたはらなるみしかき木丁
を仏の御かたにさしへたてゝかりそめにそひふし給へりみやうかうのいとかう
はしくにほひてしきみのいとはなやかにかほれるけはひも人よりはけに仏をも
思きこえ給へる御心にてわつらはしくすみそめのいまさらにおりふし心いられ
したるやうにあは〱しくおもひそめしにたかうへけれはかゝるいみなからむ
程にこの御心にもさりともすこしたはみ給なむなとせめてのとかに思なし給秋
の夜のけはひはかゝらぬところたにをのつからあはれおほかるをましてみねの
あらしもまかきのむしも心ほそけにのみきゝわたさるつねなきよの御物かたり
に時〱さしいらへ給へるさまいと見所おほくめやすしいきたなかりつる人
〱はかうなりけりとけしきとりてみないりぬ宮のゝ給しさまなとおほしいつ
るにけになからへは心のほかにかくあるましき事もみるへきわさにこそはと物
のみかなしくて水のをとになかれそふ心ちし給はかなくあけかたになりにけり
御ともの人〱おきてこはつくりむまとものいはゆるをともたひのやとりのあ
るやうなと人のかたるをおほしやられておかしくおほさるひかりみえつるかた
のさうしをおしあけ給てそらのあはれなるをもろともにみ給ふ女もすこしゐさ
りいて給へるにほともなきのきのちかさなれはしのふの露もやう〱ひかりみ
へもて行かたみにいとえむなるさまかたちともをなにとはなくてたゝかやうに
月をも花をもおなし心にもてあそひはかなき世のありさまをきこえあはせてな
むすくさまほしきといとなつかしきさましてかたらひきこえ給へはやう〱お
そろしさもなくさみてかういとはしたなからてものへたてゝなときこえはまこ
とに心のへたてはさらにあるましくなむといらへ給ふあかくなりゆきむらとり
のたちさまよふはかせちかくきこゆよふかきあしたのかねのをとかすかにひゝ
くいまはいとみくるしきをといとわりなくはつかしけにおほしたりことありか
ほにあさ露もえわけ侍まし又人はいかゝをしはかりきこゆへきれいのやうにな
たらかにもてなさせ給てたゝ世にたかひたることにていまよりのちもたゝかや
うにしなさせ給てよ世にうしろめたき心はあらしとおほせかはかりあなかちな
る心のほともあはれとおほししらぬこそかひなけれとていて給はむのけしきも
なしあさましくかたはならむとていまよりのちはされはこそもてなし給はむま
ゝにあらむけさはまたきこゆるにしたかひ給へかしとていとすへなしとおほし
たれはあなくるしやあか月のわかれやまたしらぬことにてけにまとひぬへきを
となけきかちなりにはとりもいつかたにかあらむほのかにをとなふに京おもひ
いてらる
　　山さとのあはれしらるゝこゑ〱にとりあつめたるあさほらけかな女君
　　鳥のねもきこえぬ山とおもひしを世のうきことはたつねきにけりさうしく
ちまてをくりたてまつり給てよへいりしとくちよりいてゝふし給へれとまとろ
まれすなこりこひしくていとかくおもはましかは月ころもいまゝて心のとかな
らましやなとかへらむこともゝのうくおほえ給ひめ宮は人のおもふらむことの
つゝましきにとみにもうちふされ給はてたのもしき人なくてよをすくす身の心
うきをある人ともゝよからぬ事なにやかやとつき〱にしたかひつゝいひいつ
めるに心よりほかのことありぬへき世なめりとおほしめくらすにはこの人の御
けはひありさまのうとましくはあるましくこ宮もさやうなる御心はえあらはと
おり〱の給おほすめりしかと身つからは猶かくてすくしてむわれよりはさま
かたちもさかりにあたらしけなるなかの宮をひとなみ〱にみなしたらむこそ
うれしからめ人のうへになしては心のいたらむかきり思うしろみてむ身つから
のうへのもてなしは又たれかはみあつかはむこの人の御さまのなのめにうちま
きれたるほとならはかくみなれぬるとしころのしるしにうちゆるふ心もありぬ
へきをはつかしけにみえにくきけしきもなか〱いみしくつゝましきにわか世
はかくてすくしはてゝむと思つゝけてねなきかちにあかし給へるになこりいと
なやましけれはなかの宮のふし給へるをくのかたにそひふし給れいならす人の
さゝめきしけしきもあやしとこの宮はおほしつらねたまへるにかくておはした
れはうれしくて御そひきゝせたてまつり給ふに御うつりかのまきるへくもあら
すくゆりかゝる心ちすれはとのゐ人かもてあつかひけむ思あはせられてまこと
なるへしといとおしくてねぬるやうにてものもの給はすまらうとは弁のおもと
よひいて給てこまかにかたらひをき御せうそこすく〱しくきこえをきていて
給ぬあけまきをたはふれにとりなしゝも心もてひろはかりのへたてもたいめん
しつるとやこの君もおほすらむといみしくはつかしけれは心ちあしとてなやみ
くらし給つ人〱ひはのこりなくなり侍ぬはか〱しくはかなきことをたに又
つかうまつる人もなきにおりあしき御なやみかなときこゆなかの宮くみなとし
はて給て心はなとえこそ思ひより侍ねとせめてきこえ給へはくらくなりぬるま
きれにおき給てもろともにむすひなとし給中納言殿より御ふみあれとけさより
いとなやましくなむとて人つてにそきこえ給さもみくるしくわか〱しくおは
すと人〻つふやききこゆ御ふくなとはてゝぬきすて給へるにつけてもかたとき
もをくれたてまつらむものとおもはさりしをはかなくすきにける月日のほとを
おほすにいみしく思のほかなる身のうさとなきしつみ給へる御さまともいと心
くるしけなり月ころくろくならはしたる御すかたうすにひにていとなまめかし
くてなかの宮はけにいとさかりにてうつくしけなるにほひまさり給へり御くし
なとすましつくろはせてみたてまつり給に世のものおもひわするゝ心ちしてめ
てたけれは人しれすちかおとりしてはおもはすやあらむとたのもしくうれしく
ていまは又みゆつる人もなくておや心にかしつきたてゝみきこえ給ふかの人は
つゝみきこえ給しふちのころももあらため給へらむなか月もしつ心なくて又お
はしたりれいのやうにきこえむとまた御せうそこあるに心あやまりしてわつら
はしくおほゆれはとかくきこえすまひてたいめむし給はす思のほかに心うき御
心かな人もいかにおもひ侍らむと御ふみにてきこえ給へりいまはとてぬき侍し
ほとの心まとひに中〱しつみはへりてなむえきこえぬとありうらみわひてれ
いの人めしてよろつにの給よにしらぬ心ほそさのなくさめにはこの君をのみた
のみきこえたる人〱なれは思にかなひ給てよのつねのすみかにうつろひなと
し給はむをいとめてたかるへきことにいひあはせてたゝ入たてまつらむとみな
かたらひあはせけりひめ宮そのけしきをはふかくみしり給はねとかくとりわき
て人めかしなつけたまふめるにうちとけてうしろめたき心もやあらむゝかしも
のかたりにも心もてやはとある事もかゝる事もあめるうちとくましき人の心に
こそあめれと思より給てせめてうらみふかくはこの君をおしいてむおとりさま
ならむにてたにさてもみそめてはあさはかにはもてなすましき心なめるをまし
てほのかにもみそめてはなくさみなむことにいてゝはいかてかはふとさる事を
まちとる人のあらむほいになむあらぬとうけひくけしきのなかなるはかたへは
人のおもはむことをあいなうあさきかたにやなとつゝみ給ふならむとおほしか
まふるをけしきたにしらせ給はすはつみもやえむとみをつみていとおしけれは
よろつにうちかたらひてむかしの御おもむけも世中をかく心ほそくてすくしは
つとも中〱人わらへにかろ〱しき心つかうなゝとの給をきしをおはせし世
の御ほたしにてをこなひの御心をみたりしつみたにいみしかりけむをいまはと
てさはかりの給しひとことをたにたかへしと思侍れは心ほそくなともことに思
はぬをこの人〱のあやしく心こはき物にゝくむめるこそいとわりなけれけに
さのみやうのものとすくし給はむもあけくるゝ月日にそへても御ことをのみこ
そあたらしく心くるしくかなしき物に思ひきこゆるを君たによのつねにもてな
し給てかゝる身のありさまもおもたゝしくなくさむはかりみたてまつりなさは
やときこえ給へはいかにおほすにかと心うくてひとゝころをのみやはさて世に
はて給へとはきこえ給けむはか〱しくもあらぬみのうしろめたさはかすそひ
たるやうにこそおほされためりしか心ほそき御なくさめにはかくあさゆふにみ
たてまつるよりゐかなるかたにかとなまうらめしく思給つれはけにといとおし
くて猶これかれうたてひか〱しきものにいひおもふへかめるにつけて思みた
れ侍そやといひさし給つくれゆくにまらうとはかへり給はすひめ宮いとむつか
しとおほす弁まいりて御せうそこともきこえつたへてうらみたまふをことはり
なるよしをつふ〱ときこゆれはいらへもし給はすうちなけきていかにもてな
すへき身にかはひとゝころおはせましかはともかくもさるへき人にあつかはれ
たてまつりてすくせといふなるかたにつけて身を心ともせぬ世なれはみなれい
のことにてこそは人わらへなるとかをもかくすなれあるかきりの人はとしつも
りさかしけにをのかしゝは思つゝ心をやりてにつかはしけなることをきこえし
らすれとこははか〱しきことかは人めかしからぬ心ともにてたゝひとかたに
いふにこそはとみ給へはひきうこかしつはかりきこえあへるもいと心うくうと
ましくてとうせられ給はすおなし心になにこともかたらひきこえ給なかの宮は
かゝるすちにはいますこし心もえすおほとかにてなにともきゝいれ給はねはあ
やしくもありける身かなとたゝおくさまにむきておはすれはれいの色の御そと
もたてまつりかへよなとそゝのかしきこえつゝみなさる心すへかめるけしきを
あさましくけになにのさはりところかはあらむほともなくてかゝる御すまゐの
かひなき山なしの花そのかれむかたなかりけるまらうとはかくけせうにこれか
れにもくちいれさせすしのひやかにいつありけむことゝもなくもてなしてこそ
と思ひそめ給ひけることなれは御心ゆるし給はすはいつもいつもかくてすくさ
むとおほしの給ふをこのおい人のをのかしゝかたらひてけせうにさゝめきさは
いへとふかゝらぬけにおいひかめるにやいとおしくそみゆるひめ宮おほしわつ
らひて弁かまいれるにの給ふとしころも人にゝぬ御心よせとのみの給わたりし
をきゝをきいまとなりてはよろつにのこりなくたのみきこえてあやしきまてう
ちとけにたるを思ひしにたかふさまなる御心はえのましりてうらみ給めるこそ
わりなけれよに人めきてあらまほしき身ならはかゝる御ことをもなにかはもて
はなれても思はましされとむかしより思はなれそめたる心にていとくるしきを
この君のさかりすき給はむもくちおしけにかゝるすまゐもたゝこの御ゆかりに
ところせくのみおほゆるをまことにむかしを思きこえ給心さしならはおなしこ
とにおもひなし給へかし身をわけたる心の中はみなゆつりてみたてまつらむ心
ちなむすへき猶かうやうによろしけにきこえなされよとはちらひたるものから
あるへきさまをのたまひつゝくれはいとあはれとみたてまつるさのみこそはさ
き〱も御けしきをみ給ふれはいとよくきこえさすれとさはえ思ひあらたむま
し兵部卿宮の御うらみふかさまさるめれは又そなたさまにいとよくうしろみき
こえむとなむきこえ給それも思やうなる御事ともなりふた所なからおはしまし
てことさらにいみしき御心つくしてかしつきゝこえさせ給はむにえしもかく世
にありかたき御ことゝもさしつとひ給はさらましかしこけれとかくいとたつき
なけなる御ありさまをみたてまつるにいかになりはてさせ給はむとうしろめた
くかなしくのみゝたてまつるをのちの御心はしりかたけれとうつくしくめてた
き御すくせともにこそおはしましけれとなむかつ〱おもひきこゆるこ宮の御
ゆいこんたかへしとおほしめすかたはことはりなれとそれはさるへき人のおは
せすしなほとならぬ事やおはしまさむとおほしていましめきこえさせ給ふめり
しにこそこのとのゝさやうなる心はえものし給はましかはひとゝころをうしろ
やすくみをきたてまつりていかにうれしからましとおりおりのたまはせしもの
をほとほとにつけておもふ人にをくれ給ぬる人はたかきもくたれるも心のほか
にあるましきさまにさすらふたくひたにこそおほく侍めれそれみなれいの事な
めれはもときいふ人も侍らすましてかくはかりことさらにもつくりいてまほし
けなる人の御ありさまに心さしふかくありかたけにきこえ給をあなかちにもて
はなれさせ給ふておほしをきつるやうにをこなひのほいをとけ給ともさりとて
雲霞をやはなとすへてことおほく申つゝくれはいとにくゝ心つきなしとおほし
てひれふし給へりなかの宮もあいなくいとをしき御けしきかなとみたてまつり
給てもろともにれいのやうに御とのこもりぬうしろめたくいかにもてなさむと
おほえ給へとことさらめきてさしこもりかくろへ給へきものゝくまたになき御
すまゐなれはなよゝかにおかしき御そうへにひきゝせたてまつり給てまたけは
ひあつきほとなれはすこしまろひのきてふし給へり弁はの給ひつるさまをまら
うとにきこゆいかなれはいとかくしもよを思はなれ給ふらむひしりたち給へり
しあたりにてつねなきものに思しり給へるにやとおほすにいとゝ我心かよひて
おほゆれはさかしたちにくゝもおほえすさらはものこしなとにもいまはあるま
しきことにおほしなるにこそはあなれこよひはかりおほとのこもるらむあたり
にもしのひてたはかれとの給へは心して人とくしつめなと心しれるとちは思か
まふよゐすこしすくるほとに風のをとあらゝかにうち吹にはかなきさまなるし
とみなとはひし〱とまきるゝをとに人のしのひ給へるふるまひはえきゝつけ
給はしと思ひてやをらみちひきいるおなし所におほとのこもれるをうしろめた
しと思へとつねの事なれはほか〱にともいかゝきこえむ御けはひをもたと
〱しからすみたてまつりしり給へらむと思けるにうちもまとろみ給はねはふ
ときゝつけたまてやをらおきいて給ぬいとゝくはひかくれ給ぬなに心もなくね
いり給へるをいと〱をしくいかにするわさそとむねつふれてもろともにかく
れなはやと思へとさもえたちかへらてわなゝく〱み給へは火のほのかなるに
うちきすかたにていとなれかほに木丁のかたひらをひきあけて入ぬるをいみし
くいとをしくいかにおほえ給はむと思なからあやしきかへのつらにひやうふを
たてたるうしろのむつかしけなるにゐ給ぬあらましことにてたにつらしと思た
まへりつるをまいていかにめつらかにおほしうとまむといと心くるしきにもす
へてはか〱しきうしろみなくておちとまる身とものかなしきを思つゝけ給に
いまはとて山にのほり給しゆふへの御さまなとたゝいまの心ちしていみしくこ
ひしくかなしくおほえ給中納言はひとりふし給へるを心しけるにやとうれしく
て心ときめきし給にやう〱あらさりけりとみるいますこしうつくしくらうた
けなるけしきはまさりてやとおほゆあさましけにあきれまとひ給へるをけに心
もしらさりけるとみゆれはいと〱をしくもあり又おしかへしてかくれ給へら
むつらさのまめやかに心うくねたけれはこれをもよそのものとはえ思はなつま
しけれとなをほいのたかはむくちおしくてうちつけにあさかりけりともおほえ
たてまつらしこのひとふしは猶すくしてつゐにすくせのかれすはこなたさまに
ならむもなにかはこと人のやうにやはと思さましてれいのおかしくなつかしき
さまにかたらひてあかし給つおい人ともはしそしつと思てなかの宮いつこにか
おはしますらむあやしきわさかなとたとりあへりさりともあるやうあらむなと
いふおほかたれいのみたてまつるにしはのふる心ちしてめてたくあはれにみま
ほしき御かたちありさまをなとていともてはなれてはきこえ給らむなにかこれ
はよの人のいふめるおそろしきかみそつきたてまつりたらむとはゝうちすきて
あい行なけにいひなす女あり又あなまか〱しなその物かつかせ給はむたゝ人
にとをくておひいてさせ給めれはかゝる事にもつき〱しけにもてなしきこえ
給人もなくおはしますにはしたなくおほさるゝにこそいまをのつからみたてま
つりなれ給なは思きこえ給ひてんなとかたらひてとくうちとけておもふやうに
ておはしまさなむといふ〱ねいりていひきなとかたはらいたくするもありあ
ふ人からにもあらぬ秋の夜なれとほともなくあけぬる心ちしていつれとわくへ
くもあらすなまめかしき御けはひを人やりならすあかぬ心ちしてあいおほせよ
いと心うくつらき人の御さまみならひ給なよなとのちせを契ていて給我なから
あやしくゆめのやうにおほゆれと猶つれなき人の御けしきいまひとたひみはて
むの心に思のとめつゝれいのいてゝふし給へり弁まいりてゐとあやしく中の宮
はいつくにかおはしますらむといふをいとはつかしく思かけぬ御心ちにいかな
りけんことにかと思ひふし給へりきのふの給しことをおほしいてゝひめ宮をつ
らしと思きこえ給あけにけるひかりにつきてそかへのなかのきり〱すはいい
て給へるおほすらむ事のいと〱おしけれはかたみにものもいはれ給はすゆか
しけなく心うくもあるかないまよりのちも心ゆるいすへくもあらぬ世にこそと
思みたれ給へり弁はあなたにまいりてあさましかりける御心つよさをきゝあら
はしていとあまりふかく人にくかりける事といとおしく思ほれゐたりきしかた
のつらさはなをのこりある心ちしてよろつに思なくさめつるをこよひなむまこ
とにはつかしく身もなけつへき心ちするすてかたくおとしをきたてまつり給へ
りけん心くるしさを思きこゆるかたこそ又ひたふるに身をもえおもひすつまし
けれかけ〱しきすちはゐつかたにもおもひきこえしうきもつらきもかた〱
にわすられ給ましくなん宮なとのはつかしけなくきこえ給めるをおなしくは心
たかくと思ふかたそことにものし給らんと心えはてつれはいとことはりにはつ
かしくてまたまいりて人〱にみえたてまつらむこともねたくなむよしかくお
こかましき身のうへまた人にたにもらし給なとえむしをきてれいよりもいそき
いて給ぬたか御ためもいとおしくとさゝめきあへりひめきみもいかにしつるこ
とそもしをろかなる心ものしたまはゝとむねつふれて心くるしけれはすへてう
ちあはぬ人〱のさかしらにくしとおほすさま〱思給ふに御ふみありれいよ
りはうれしとおほえ給もかつはあやし秋のけしきもしらすかほにあをきえたの
かたえいとこくもみちたるを
　　おなしえをわきてそめける山ひめにいつれかふかき色とゝはゝやさはかり
うらみつるけしきもことすくなにことそきてをしつゝみ給へるをそこはかとな
くもてなしてやみなむとなめりとみ給も心さはきてみるかしかましく御かへり
といへはきこえ給へとゆつらむもうたておほえてさすかにかきにくゝ思みたれ
給
　　山ひめのそむるこゝろはわかねともうつろふかたやふかきなるらんことな
しひにかき給へるかおかしくみえけれはなをえゑんしはつましくおほゆ身をわ
けてなとゆつり給けしきはたひ〱みえしかとうけひかぬにわひてかまへ給へ
るなめりそのかひなくかくつれなからむもいとおしくなさけなき物に思をかれ
ていよ〱はしめのおもひかなひかたくやあらんとかくいひつたへなとすめる
おい人の思はむ所もかろかろしくとにかくに心をそめけむたにくやしくかはか
りの世の中を思すてむの心に身つからもかなはさりけりと人わろく思しらるゝ
をましてをしなへたるすきものゝまねにおなしあたりかへすかへすこきめくら
むいと人わつらへなるたなゝしをふねめきたるへしなとよもすから思あかし給
てまたありあけのそらもおかしきほとに兵部卿宮の御かたにまいり給三条宮や
けにしのちは六条の院にそうつろひ給へれはちかくてはつねにまいり給宮もお
ほすやうなる御心ちし給けりまきるゝ事なくあらまほしき御すまゐにおまへの
せむさいほかのにはにすおなし花のすかたも木草のなひきさまもことにみなさ
れてやり水にすめる月のかけさへゑにかきたるやうなるにおもひつるもしるく
おきおはしましけり風につきて吹くるにほひのいとしるくうちかほるにふとそ
れとうちおとろかれて御なをしたてまつりみたれぬさまにひきつくろひていて
給はしをのほりもはてすついゐ給へれは猶うへになともの給はてかうらんによ
りゐ給て世中の御ものかたりきこえかはし給ふかのわたりの事をもものゝつい
てにはおほしいてゝよろつにうらみ給もわりなしや身つからの心にたにかなひ
かたきをと思ふ〱さもおはせなむと思なるやうのあれはれいよりはまめやか
にあるへきさまなと申給あけくれのほとあやにくにきりわたりてそらのけはひ
ひやゝかなるに月はきりにへたてられてこのしたもくらくなまめきたり山さと
のあはれなるありさま思いて給にやこのころのほとはかならすをくらかし給な
とかたらひ給を猶わつらはしかれは
　　をみなへしさけるおほのをふせきつゝ心せはくやしめをゆふらむとたはふ
れ給ふ
　　霧ふかきあしたのはらのをみなへしこゝろをよせてみる人そみるなへてや
はなとねたましきこゆれはあなかしかましとはて〱ははらたち給ぬとしころ
かくの給へと人の御ありさまをうしろめたく思しにかたちなともみおとし給ま
しくをしはからるゝ心はせのちかおとりするやうもやなとそあやうく思はたり
しをなに事もくちをしくはものし給ふましかめりとおもへはかのいとをしくう
ちうちに思たはかり給ふありさまもたかふやうならむもなさけなきやうなるを
さりとてさはたえおもひあらたむましくおほゆれはゆつりきこえていつかたの
うらみをもおはしなとしたに思かまふる心をもしり給はて心せはくとりなし給
もおかしけれとれいのかろらかなる御心さまにもの思はせむこそ心くるしかる
へけれなとおやかたになりてきこえ給よしみ給へかはかり心にとまることなむ
またなかりつるなといとまめやかにの給へはかの心ともにはさもやとうちなひ
きぬへきけしきはみえすなむ侍るつかうまつりにくきみやつかへにこそ侍やと
ておはしますへきやうなとこまかにきこえしらせ給ふ廿八日のひかむのはてに
てよき日なりけれは人しれす心つかひしていみしくしのひていてたてまつるき
さいの宮なときこしめしいてゝはかゝる御ありきいみしくせいしきこえ給へは
いとわつらはしきをせちにおほしたる事なれはさりけなくともてあつかふもわ
りなくなむふなわたりなともところせけれはこと〱しき御やとりなともかり
給はすそのわたりいとちかきみしやうの人のいゑにいとしのひて宮をはおろし
たてまつり給ておはしぬみとかめたてまつるへき人もなけれとゝのゐ人はわつ
かにいてゝありくにもけしきしらせしとなるへしれいの中納言とのおはします
とてけいめいしあへり君たちなまわつらはしくきゝ給へとうつろふかたことに
にほはしをきてしかはとひめ宮おほすなかの宮はおもふかたことなめりしかは
さりともとおもひなから心うかりしのちはありしやうにあね宮をも思きこえ給
はす心をかれてものし給なにやかやと御せうそこのみきこえかよひていかなる
へきことにかと人〱も心くるしかる宮をは御むまにてくらきまきれにおはし
まさせ給て弁めしいてゝこゝもとにたゝひと事きこえさすへきことなむ侍るを
おほしはなつさまみたてまつりてしにいとはつかしけれとひたやこもりにては
えやむましきをいましはしふかしてをありしさまにはみちひき給てむやなとう
らもなくかたらひ給へはいつかたにもおなし事にこそはなと思てまいりぬさな
むときこゆれはされはよおもひうつりにけりとうれしくて心おちゐてかのいり
給へきみちにはあらぬひさしのさうしをいとよくさしてたいめむし給へりひと
こときこえさすへきかまた人きくはかりのゝしらむはあやなきをいさゝかあけ
させ給へゐといふせしときこえさせ給へといとよくきこえぬへしとてあけ給は
すいまはとうつろひなむをたゝならしとていふへきにやなにかはれいならぬた
いめんにもあらす人にくゝいらへてよもふかさしなと思てかはかりもいて給へ
るにさうしのなかより御袖をとらへてひきよせていみしくうらむれはいとうた
てもあるわさかななににきゝいれつらむとくやしくむつかしけれとこしらへて
いたしてむとおほしてこと人と思わき給ましきさまにかすめつゝかたらひ給へ
る心はえなといとあはれなり宮はをしへきこえつるまゝに一よのとくちにより
てあふきをならし給へは弁もまいりてみちひききこゆさき〱もなれにける道
のしるへおかしとおほしつゝいり給ぬるをもひめ宮はしり給はてこしらへいれ
てむとおほしたりおかしくもいとをしくもおほえてうちうちに心もしらさりけ
るうらみをかれんもつみさり所なき心ちすへけれは宮のしたひ給ひつれはえき
こえいなひてこゝにおはしつるをともせてこそまきれ給ぬれこのさかしたつめ
る人やかたらはれたてまつりぬらむなかそらに人わらへにもなり侍ぬへきかな
との給にいますこし思よらぬ事のめもあやに心つきなくなりてかくよろつにめ
つらかなりける御心のほともしらていふかひなき心おさなさもみえたてまつり
にけるおこたりにおほしあなつるにこそはといはむかたなく思給へりいまはい
ふかひなしことはりはかへす〱きこえさせてもあまりあらはつみもひねらせ
給へやむことなきかたにおほしよるめるをすくせなといふめるものさらに心に
かなはぬ物に侍めれはかの御心さしはことに侍けるをいとをしく思給ふるにか
なはぬ身こそをき所なく心うくはへりけれ猶いかゝはせむにおほしよはりねこ
のみさうしのかためはかりいとつよきもまことに物きよくをしはかりきこゆる
人も侍らししるへといさなひ給へる人の御心にもまさにかくむねふたかりてあ
かすらむとはおほしなむやとてさうしをもひきやふりつへきけしきなれはいは
むかたなく心つきなけれとこしらへむと思しつめてこのゝ給ふすちすくせとい
ふらむかたはめにもみえぬ事にていかにも〱思たとられすしらぬ涙のみきり
ふたかる心ちしてなんこはいかにもてなし給そと夢のやうにあさましきにのち
のよのためしにいひいつる人もあらはむかし物かたりなとにおこめきてつくり
いてたる物のたとひにこそはなりぬかめれかくおほしかまふる心のほとをもい
かなりけるとかはをしはかり給はむなをいとかくおとろ〱しく心うくなとり
あつめまとはし給そ心よりほかになからへはすこし思のとまりてきこえむ心ち
もさらにかきくらすやうにていとなやましきをこゝにうちやすまむゆるし給へ
といみしくわひ給へはさすかにことはりをいとよくの給か心はつかしくらうた
くおほえてあか君御心にしたかふことのたくひなけれはこそかくまてかたくな
しくなり侍れいひしらすにくゝうとましきものにおほしなすめれはきこえむか
たなしいとゝ世にあとゝむへくなむおほえぬとてさらはへたてなからもきこえ
させむひたふるになうちすてさせ給そとてゆるしたてまつり給へれははひいり
てさすかにいりもはて給はぬをいとあはれと思てかはかりの御けはひをなくさ
めにてあかし侍らむゆめ〱ときこえてうちもまとろますいとゝしき水のをと
にめもさめてよはのあらしに山とりの心ちしてあかしかね給れいのあけ行けは
ひにかねのこゑなときこゆいきたなくていて給へきけしきもなきよと心やまし
くこはつくり給もけにあやしきわさなり
　　しるへせし我やかへりてまとふへき心もゆかぬあけくれの道かゝるためし
世にありけむやとの給へは
　　かた〱にくらす心をおもひやれ人やりならぬ道にまとはゝとほのかにの
給ふをいとあかぬ心ちすれはいかにこよなくへたゝりて侍めれはいとはりなう
こそなとよろつにうらみつゝほの〱とあけ行ほとによへのかたよりいて給な
りいとやはらかにふるまひなし給へるにほひなとえむなる御心けさうにはいひ
しらすしめ給へりねひ人ともはいとあやしく心えかたく思まとはれけれとさり
ともあしさまなる御心あらむやはとなくさめたりくらきほとにといそきかへり
給ふみちのほともかへるさはいとはるけくおほされて心やすくもえゆきかよは
さらむことのかねていとくるしきをよをやへたてんと思なやみ給なめりまた人
さはかしからぬあしたのほとにおはしつきぬらうに御くるまよせており給ふこ
とやうなる女車のさましてかくろへいり給にみなわらひ給てをろかならぬ宮つ
かへの御心さしとなむ思給ふると申給しるへのおこかましさもいとねたくてう
れへもきこえ給はす宮はいつしかと御ふみたてまつり給山さとにはたれも〱
うつゝの心ちし給はすおもひみたれ給へりさま〱におほしかまへけるをいろ
にもいたし給はさりけるよとうとましくつらくあね宮をは思きこえ給てめもみ
あはせたてまつり給はすしらさりしさまをもさは〱とはえあきらめ給はてこ
とはりに心くるしく思きこえ給人〱もいかにはへりしことにかなと御けしき
みたてまつれとおほしほれたるやうにてたのもし人のおはすれはあやしきわさ
かなと思あへり御ふみもひきときてみせたてまつり給へとさらにおきあかり給
はねはいとひさしくなりぬと御つかひわひけり
　　よのつねに思やすらむつゆふかき道のさゝはらわけてきつるもかきなれ給
へるすみつきなとのことさらにえむなるもおほかたにつけてみ給しはおかしく
おほえしをうしろめたくもの思はしくてわれさかし人にてきこえむもいとつゝ
ましけれはまめやかにあるへきやうをいみしくせめてかゝせたてまつり給しを
むいろのほそなかひとかさねにみへかさねのはかまくして給ふ御つかひくるし
けに思たれはつゝませてともなる人になむをくらせ給ふこと〱しき御つかひ
にもあらすれいたてまつれ給ふうへわらはなりことさらに人にけしきもらさし
とおほしけれはよへのさかしかりしおい人のしわさなりけりとものしくなむき
こしめしけるその夜もかのしるへさそひ給へとれせい院にかならすさふらふへ
きこと侍れはとてとまり給ぬれいのことにふれてすさましけによをもてなすと
にくゝおほすいかゝはせむほいならさりし事とてをろかにやはと思よはり給て
御しつらひなとうちあはぬすみかなれとさるかたにおかしくしなしてまちきこ
え給けりはるかなる御なかみちをいそきおはしましたりけるもうれしきわさな
るそかつはあやしきさうしみはわれにもあらぬさまにてつくろはれたてまつり
給まゝにこき御そのいといたくぬるれはさかし人もうちなき給つゝ世中にひさ
しくもとおほえ侍らねはあけくれのなかめにもたゝ御ことをのみなん心くるし
くおもひきこゆるにこの人〱もよかるへきさまのことゝきゝにくきまていひ
しらすめれはとしへたる心ともにはさりともよのことはりをもしりたらむはか
はかしくもあらぬ心ひとつをたてゝかくてのみやはみたてまつらむと思なるや
うもありしかとたゝいまかくおもひもあへすはつかしきことゝもにみたれおも
ふへくはさらに思かけ侍らさりしにこれやけに人のいふめるのかれかたき御ち
きりなりけんいとこそくるしけれすこしおほしなくさみなむにしらさりしさま
をもきこえんにくしとなおほしいりそつみもそえたまふと御くしをなてつくろ
ひつゝきこえ給へはいらへもし給はねとさすかにかくおほしの給ふかけにうし
ろめたくあしかれともおほしをきてしを人わらへにみくるしきことそひてみあ
つかはれたてまつらむかいみしさをよろつに思ゐ給へりさる心もなくあきれ給
へりしけはひたになへてならすおかしかりしをまいてすこしよのつねになよひ
給へるは御心さしもまさるにたはやすくかよひたまはさらむ山みちのはるけさ
もむねいたきまておほして心ふかけにかたらひたのめ給へとあはれともいかに
とも思わき給はすいひしらすかしつくものゝひめ君もすこしよのつねの人けち
かくおやせうとなといひつゝ人のたゝすまゐをもみなれ給へるはものゝはつか
しさもおそろしさもなのめにやあらむいゑにあかめきこゆる人こそなけれかく
山ふかき御あたりなれは人にとをくものふかくてならひ給へる心ちに思かけぬ
ありさまのつゝましくはつかしくなにことも世の人にゝすあやしくゐ中ひたら
むかしはかなき御いらへにてもいひいてんかたなくつゝみ給へりさるはこの君
しもそらう〱しくかとあるかたのにほひはまさり給へる三日にあたるよもち
いなむまいると人〱のきこゆれはことさらにさるへきいはゐの事にこそはと
おほして御まへにてせさせ給ふもたと〱しくかつはおとなになりてをきて給
も人のみるらむことはゝかられておもてうちあかめておはするさまいとおかし
けなりこのかみ心にやのとかにけたかきものから人のためあはれになさけ〱
しくそおはしける中納言殿よりよへまいらむとおもたまへしかと宮つかへのら
うもしるしなけなるよにおもたまへうらみてなむこよひはさうやくもやとおも
ふ給へれとゝのゐ所のはしたなけに侍りしみたり心ちいとゝやすからてやすら
はれ侍とみちのくにかみにおいつきかき給てまうけの物ともこまやかにぬひな
ともせさりけるいろ〱おしまきなとしつゝみそひつあまたかけこ入ておい人
のもとに人〱のれうにとて給へり宮の御かたにさふらひけるにしたかひてい
とおほくもえとりあつめ給はさりけるにやあらむたゝなるきぬあやなとしたに
はいれかくしつゝ御れうとおほしきふたくたりいときよらにしたるをひとへの
御その袖にこたゐの事なれと
　　さよ衣きてなれきとはいはすともかことはかりはかけすしもあらしとおと
しきこえ給へりこなたかなたゆかしけなき御ことをはつかしくいとゝみ給て御
かへりにもいかゝはきこえんとおほしわつらふほと御つかひかたへはにけかく
れにけりあやしきしも人をひかへてそ御返たまふ
　　へたてなき心はかりはかよふともなれし袖とはかけしとそおもふ心あはた
ゝしくおもひみたれ給へるなこりにいとゝなをなをしきをおほしけるまゝとま
ちみ給人はたゝあはれにそおもひなされ給ふ宮はその夜内にまいり給てえまか
てたまふましけなるを人しれす御心もそらにておほしなけきたるに中宮猶かく
ひとりおはしましてよのなかにすい給へる御名のやう〱きこゆる猶いとあし
きことなりなに事もものこのましくたてたる御心なつかひ給そうへもうしろめ
たけにおほしの給ふとさとすみかちにおはしますをいさめきこえ給へはいとく
るしとおほして御とのゐ所にいて給て御ふみかきてたてまつれ給へるなこりも
いたくうちなかめておはしますに中納言のきみまいり給へりそなたの心よせと
おほせはれいよりもうれしくていかゝすへきいとかくゝらくなりぬめるを心も
みたれてなむとなけかしけにおほしたりよく御けしきをみたてまつらむとおほ
してひころへてかくまいり給へるをこよひさふらはせ給はていそきまかて給な
むいとゝよろしからぬことにやおほしきこえさせたまはん大はん所のかたにて
うけたまはりつれは人しれすわつらはしき宮つかへのしるしにあひなきかむた
うにや侍らむとかほの色たかひ侍りつると申給へはいときゝにくゝそおほしの
給ふやおほくは人のとりなすことなるへしよにとかめあるはかりの心はなにこ
とにかはつかふらむところせき身のほとこそ中〱なるわさなりけれとてまこ
とにいとはしくさへおほしたりいとをしくみたてまつり給ておなし御さはかれ
にこそはおはすなれこよひのつみにはかはりきこえて身をもいたつらになし侍
なむかしこはたの山にむまはいかゝ侍へきいとゝものゝきこえやさはり所なか
らむときこえ給へはたゝくれにくれてふけにける夜なれはおほしわひて御むま
にていて給ぬ御ともにはなか〱つかうまつらし御うしろみをとてこの君は内
にさふらひ給ふ中宮の御かたにまいり給つれは宮はいて給ぬなりあさましくい
とをしき御さまかないかに人みたてまつるらむうへきこしめしてはいさめきこ
えぬかいふかひなきとおほしの給ふこそわりなけれとの給あまたみやたちのか
くおとなひとゝのひ給へと大宮はいよ〱わかくおかしきけはひなんまさり給
ける女一の宮もかくそおはしますへかめるいかならむおりにかはかりにてもも
のちかく御こゑをたにきゝたてまつらむとあはれとおほゆすいたる人のおほゆ
ましき心つかふらむもかうやうなる御なからひのさすかにけとをからすいりた
ちて心にかなはぬおりの事ならむかしわか心のやうにひか〱しき心のたくひ
やは又世にあむへかめるそれに猶うこきそめぬるあたりはえこそおもひたえね
なと思ひゐ給へるさふらふかきりの女はうのかたち心さまいつれとなくわろひ
たるなくめやすくとりとりにおかしきなかにあてにすくれてめにとまるあれと
さらに〱みたれそめしの心にていときすくにもてなし給へりことさらにみえ
しらかふ人もありおほかたはつかしけにもてしつめ給へるあたりなれはうはへ
こそ心はかりもてしつめたれ心〱なるよの中なりけれはいろめかしけにすゝ
みたるしたの心もりてみゆるもあるをさま〱におかしくもあはれにもあるか
なとたちてもゐてもたゝつねなきありさまを思ありき給かしこには中納言殿の
こと〱しけにいひなし給へりつるを夜ふくるまておはしまさて御ふみのある
をされはよとむねつふれておはするによなかちかくなりてあらましき風のきほ
ひにいともなまめかしくきよらにてにほひおはしたるもいかゝおろかにおほえ
給はむさうしみもいさゝかうちなひきて思しり給ふことあるへしいみしくおか
しけにさかりとみえてひきつくろひ給へるさまはましてたくひあらしはやとお
ほゆさはかりよき人をおほくみ給ふ御めにたにけしうはあらすとかたちよりは
しめておほくちかまさりしたりとおほさるれは山さとの老人ともはましてくち
つきにくけにうちゑみつゝかくあたらしき御ありさまをなのめなるきはの人の
みたてまつり給はましかはいかにくちをしからまし思ふやうなる御すくせとき
こえつゝひめ宮の御心をあやしくひか〱しくもてなし給をもときくちひそみ
きこゆさかりすきたるさまともにあさやかなる花の色〱につかはしからぬを
さしぬひつゝありつかすとりつくろひたるすかたとものつみゆるされたるもな
きをみわたされ給てひめ宮我もやう〱さかりすきぬる身そかしかゝみをみれ
はやせ〱になりもて行をのかしゝはこの人ともゝわれあしとやはおもへるう
しろてはしらすかほにひたひかみをひきかけつゝいろとりたるかほつくりをよ
くしてうちふるまふめりわか身にてはまたいとあれかほとにはあらすめもはな
もなをしとおほゆるは心のなしにやあらむとうしろめたくてみいたしてふし給
へりはつかしけならむ人にみえむことはいよ〱かたはらいたくいまひとゝせ
ふたとせあらはおとろへまさりなむはかなけなる身のありさまをと御てつきの
ほそやかにかよはくあはれなるをさしいてゝも世中を思つゝけ給宮はありかた
かりつる御いとまのほとをおほしめくらすに猶心やすかるましきことにこそは
とむねふたかりておほえ給けり大宮のきこえ給しさまなとかたりきこえ給て思
なからとたえあらむをいかなるにかとおほすな夢にてもをろかならむにかくま
てもまいりくましきを心のほとやいかゝとうたかひて思みたれ給はむか心くる
しさに身をすてゝなむつねにかくはえまとひありかしさるへきさまにてちかく
わたしたてまつらむといとふかくきこえ給へとたえまあるへくおほさるらむは
をとにきゝし御心のほとしるへきにやと心をかれてわか御ありさまからさま
〱ものなけかしくてなむありけるあけ行ほとのそらにつまとおしあけ給ても
ろともにいさなひいてゝみ給へはきりわたれるさま所からのあはれおほくそひ
てれいのしはつむ舟のかすかに行かふあとのしらなみめなれすもあるすまゐの
さまかなといろなる御心にはおかしくおほしなさる山のはのひかりやう〱み
ゆるに女君の御かたちのまほにうつくしけにてかきりなくいつきすへたらむひ
め宮もかはかりこそはおはすへかめれ思なしのわかゝたさまのいといつくしき
そかしこまやかなるにほひなとうちとけてみまほしくなか〱なる心ちす水の
をとなひなつかしからすうちはしのいとものふりてみえわたさるゝなときりは
れゆけはいとゝあらましききしのわたりをかゝる所にいかてとしをへたまふら
むなとうち涙くみ給へるをいとはつかしときゝ給ふおとこの御さまのかきりな
くなまめかしくきよらにてこの世のみならすちきりたのめきこえ給へはおもひ
よらさりしことゝは思なから中〱かのめなれたりし中納言のはつかしさより
はとおほえ給かれはおもふかたことにていといたくすみたるけしきのみえにく
ゝはつかしけなりしによそにおもひきこえしはましてこよなくはるかにひとく
たりかきいて給ふ御返事たにつゝましくおほえしをひさしくとたえ給はむは心
ほそからむと思ならるゝもわれなからうたてと思ひしり給人〱いたくこはつ
くりもよほしきこゆれは京におはしまさむほとはしたなからぬほとにといと心
あはたゝしけにて心よりほかならむよかれを返〻のたまふ
　　なかたえむものならなくにはしひめのかたしく袖やよはにぬらさんいてか
てにたちかへりつゝやすらひたまふ
　　たえせしのわかたのみにやうちはしのはるけき中をまちわたるへきことに
はいてねとものなけかしき御けはひはかきりなくおほされけりわかき人の御心
にしみぬへくたくひすくなけなるあさけの御すかたをみをくりてなこりとまれ
る御うつりかなとも人しれすものあはれなるはされたる御心かなけさそものゝ
あやめみゆるほとにて人〱のそきてみたてまつる中納言殿はなつかしくはつ
かしけなるさまそそひ給へりける思なしのいまひときはにやこの御さまはいと
ことになとめてきこゆみちすから心くるしかりつる御気色をおほしいてつゝた
ちもかへりなまほしくさまあしきまておほせと世のきこえをしのひてかへらせ
給ほとにえたはやすくもまきれさせ給はす御ふみはあくる日ことにあまたかへ
りつゝたてまつらせ給をろかにはあらぬにやと思なからおほつかなき日かすの
つもるをいと心つくしにみしと思しものを身にまさりてこゝろくるしくもある
かなとひめ宮はおほしなけかるれといとゝこの君のおもひしつみ給はむにより
つれなくもてなして身つからたに猶かゝる事思くはへしといよ〱ふかくおほ
す中納言の君もまちとをにそおほすらむかしと思やりてわかあやまちにいとを
しくて宮をきこえおとろかしつゝたえす御けしきをみ給にいとゐたくおもほし
いれたるさまなれはさりともとうしろやすかりけり九月十日のほとなれは野山
のけしきもおもひやらるゝにしくれめきてかきくらしそらのむら雲おそろしけ
なる夕くれ宮いとゝしつ心なくなかめ給ていかにせむと御心ひとつをいてたち
かね給おりをしはかりてまいり給へりふるの山さといかならむとおとろかしき
こえ給いとうれしとおほしてもろともにいさなひ給へはれいのひとつ御くるま
にておはすわけいり給まゝにそまいてなかめ給ふらむ心のうちいとゝをしはか
られ給みちのほともたゝこの事の心くるしきをかたらひきこえ給ふたそかれ時
のいみしく心ほそけなるにあめはひやゝかにうちそゝきて秋はつるけしきのす
こきにうちしめりぬれ給へるにほひともは世のものにゝすえむにてうちつれ給
へるを山かつともはいかゝ心まとひもせさらむ女はらひころうちつふやきつる
なこりなくえみさかえつゝおましひきつくろひなとす京にさるへき所〱に行
ちりたるむすめともめいたつ人二三人たつねよせてまいらせたりとしころあな
つりきこえける心あさき人〻めつらかなるまらうとゝ思おとろきたりひめ宮も
おりうれしく思きこえ給ふにさかしら人のそひ給へるそはつかしくもありぬへ
くなまわつらはしくおもへと心はへののとかにものふかくものし給をけに人は
かくはおはせさりけりとみあはせ給にありかたしと思しらる宮を所につけては
いとことにかしつきいれたてまつりてこの君はあるしかたに心やすくもてなし
給ものからまたまらうとゐのかりそめなるかたにいたしはなち給へれはいとか
らしと思給へりうらみ給もさすかにゐとをしくてものこしにたいめむし給ふた
はふれにくゝもあるかなかくてのみやといみしくうらみきこえ給やう〱こと
はりしり給にたれと人の御うへにても物をいみしく思しつみ給ていとゝかゝる
かたをうきものに思はてゝ猶ひたふるにいかてかくうちとけしあはれとおもふ
人の御心もかならすつらしと思ぬへきわさにこそあめれわれも人もみおとさす
心たかはてやみにしかなとおもふ心つかひふかくし給へり宮の御ありさまなと
もとひきこえ給へはかすめつゝされはよとおほしくの給へはいとをしくておほ
したる御さまけしきをみありくやうなとかたりきこえ給ふれいよりは心うつく
しくかたらひてなをかくもの思ひくはふるほとすこし心ちもしつまりてきこえ
むとの給ふ人にくゝけとをくはもてはなれぬものからさうしのかためもいとつ
よししゐてやふらむをはつらくいみしからむとおほしたれはおほさるゝやうこ
そはあらめかる〱しくことさまになひき給ことはたよにあらしと心のとかな
る人はさいへといとよく思しつめ給たゝいとおほつかなくものへたてたるなむ
むねあかぬ心ちするをありしやうにてきこえむとせめ給へとつねよりもわかお
もかけにはつるころなれはうとましとみ給てむもさすかにくるしきはいかなる
にかとほのかにうちわらひ給へるけはひなとあやしくなつかしくおほゆかゝる
御心にたゆめられたてまつりてつゐにいかになるへき身にかとなけきかちにて
れいのとを山とりにてあけぬ宮はまたゝひねなるらむともおほさて中納言のあ
るしかたに心のとかなるけしきこそうらやましけれとの給へは女君あやしとき
ゝ給わりなくておはしましてほとなくかへり給るかあかすくるしきにみやもの
をいみしくおほしたり御心のうちをしり給はねは女かたには又いかならむ人わ
らへにやと思なけき給へはけに心つくしにくるしけなるわさかなとみゆ京にも
かくろへてわたり給へき所もさすかになし六条院には左のおほいとのかたつか
たにはすみ給てさはかりいかてとおほしたる六の君の御ことをおほしよらぬに
なまうらめしと思きこえ給ふへかめりすき〱しき御さまとゆるしなくそしり
きこえ給てうちわたりにもうれへきこえ給ふへかめれはいよ〱おほえなくて
いたしすえ給はむもはゝかることいとおほかりなへてにおほす人のきはゝ宮つ
かへのすちにて中〱心やすけなりさやうのなみ〱にはおほされすもし世中
うつりてみかときさいのおほしをきつるまゝにもおはしまさは人よりたかきさ
まにこそなさめなとたゝいまはいとはなやかに心にかゝり給へるまゝにもてな
さむかたなくくるしかりけり中納言は三条の宮つくりはてゝさるへきさまにて
わたしたてまつらむとおほすけにたゝ人は心やすかりけりかくいと心くるしき
御けしきなからやすからすしのひ給ふからにかたみに思なやみ給へるめるも心
くるしくてしのひてかくかよひ給よしを中宮なとにもゝらしきこしめさせてし
はしの御さはかれはいとをしくとも女かたの御ためはとかもあらしいとかくよ
をたにあかし給はぬくるしけさよいみしくもてなしてあらせたてまつらはやな
と思てあなかちにもかくろへす衣かへなとはか〱しくたれかはあつかふらむ
なとおほして御丁のかたひらかへしろなと三条の宮つくりはてゝわたり給はむ
心まうけにしをかせ給へるをまつさるへきようなむなといとしのひてきこえ給
てたてまつれ給さま〱なる女はうのさうそく御めのとなとにもの給ひつゝわ
さともせさせ給ひけり十月一日ころあしろもおかしきほとならむとそゝのかし
きこえ給てもみち御らんすへく申給ふしたしき宮人とも殿上人のむつましくお
ほすかきりいとしのひてとおほせと所せき御いきほひなれはをのつから事ひろ
こりて左のおほいとのゝ宰相中将まいり給さてはこの中納言殿はかりそかむた
ちめはつかふまつり給ふたゝ人はおほかりかしこにはろなくなかやとりし給は
むをさるへきさまにおほせさきのはるも花みにたつねまいりこしこれかれかゝ
るたよりにことよせてしくれのまきれにみたてまつりあらはすやうもそ侍なと
こまやかにきこえ給へりみすかけかへこゝかしこかきはらひいはかくれにつも
れる紅葉のくちはすこしはるけやり水のみ草はらはせなとそし給よしあるくた
物さかなゝとさるへき人なともたてまつれ給へりかつはゆかしけなけれといか
ゝはせむこれもさるへきにこそはと思ゆるして心まうけし給へりふねにてのほ
りくたりおもしろくあそひ給もきこゆほの〱ありさまみゆるをそなたにたち
いてゝわかき人〻みたてまつるさうしみの御ありさまはそれとみわかねともも
みちをふきたるふねのかさりのにしきとみゆるにこゑ〱ふきいつるものゝね
とも風につけておとろ〱しきまておほゆよ人のなひきかしつきたてまつるさ
まかくしのひ給へるみちにもいとことにいつくしきをみ給にもけにたなはたは
かりにてもかゝるひこほしの光をこそまちいてめとおほえたりふみつくらせ給
へき心まうけにはかせなともさふらひけりたそかれ時に御ふねさしよせてあそ
ひつゝふみつくり給もみちをうすくこくかさして海仙楽といふ物をふきてをの
〱心ゆきたるけしきなるに宮はあふみのうみの心ちしてをちかた人のうらみ
いかにとのみ御心そらなり時につけたるたいいたしてうそふきすしあへり人の
まよひすこししつめておはせむと中納言もおほしてさるへきやうにきこえ給ほ
とに内より中宮のおほせ事にて宰相の御あにの衛門督こと〱しきすいしんひ
きつれてうるはしきさましてまいり給へりかうやうの御ありきはしのひ給ふと
すれとをのつからことひろこりてのちのためしにもなるわさなるをおも〱し
き人数あまたもなくてにはかにおはしましにけるをきこしめしおとろきて殿上
人あまたくしてまいりたるにはしたなくなりぬ宮も中納言もくるしとおほして
ものゝけうもなくなりぬ御心のうちをはしらすえひみたれあそひあかしつけふ
はかくてとおほすにまた宮の大夫さらぬ殿上人なとあまたゝてまつり給へり心
あはたゝしくくちおしくてかへりたまはむそらなしかしこには御ふみをそたて
まつれ給おかしやかなることもなくいとまめたちておほしけることゝもをこま
〱とかきつつけ給へれと人めしけくさはかしからむにとて御かへりなしかす
ならぬありさまにてはめてたき御あたりにましらはむかひなきわさかなといと
ゝおほししり給よそにてへたゝるつき日はおほつかなさもことはりにさりとも
なとなくさめ給をちかきほとにのゝしりおはしてつれなくすき給ひなむつらく
もくちおしくも思みたれ給宮はましていふせくわりなしとおほすことかきりな
しあしろのひをも心よせたてまつりていろ〱のこの葉にかきませもてあそふ
をしも人なとはいとおかしきことにおもへれは人にしたかひつゝこゝろゆく御
ありきに身つからの御心ちはむねのみつとふたかりてそらをのみなかめ給ふに
このふる宮のこすゑはいとことにおもしろくときは木にはひましれるつたの色
なとも物ふかけにみえてとをめさへすこけなるを中納言の君もなか〱たのめ
きこえけるをうれはしきわさかなとおほゆこそのはる御ともなりし君たちはは
なの色を思いてゝをくれてこゝになかめ給らむ心ほそさをいふかくしのひ〱
にかよひ給ふとほのきゝたるもあるへし心しらぬもましりておほかたにとやか
くやと人の御うへはかゝる山かくれなれとをのつからきこゆるものなれはいと
おかしけにこそものし給なれさうのことしやうすにてこ宮のあけくれあそひな
らはし給けれはなとくち〱いふ宰相中将
　　いつそやも花のさかりにひとめみし木のもとさへや秋はさひしきあるしか
たと思ていへは中納言
　　さくらこそ思しらすれさきにほふ花ももみちもつねならぬよを衛門督
　　いつこより秋は行けむやまさとの紅葉のかけはすきうきものを宮大夫
　　みし人もなき山さとの岩かきに心なかくもはへるくす哉なかにおいしらひ
てうちなき給みこのわかくおはしけるよの事なと思ひいつるなめり宮
　　秋はてゝさひしさまさる木のもとを吹なすくしそみねの松かせとていとい
たくなみたくみ給へるをほのかにしる人はけにふかくおほすなりけりけふのた
よりをすくし給心くるしさとみたてまつる人あれとこと〱しくひきつゝきて
えおはしましよらすつくりけるふみのおもしろき所〱うちすしやまとうたも
ことにつけておほかれとかうやうのえひのまきれにましてはか〱しきことあ
らむやはかたはしかきとゝめてたにみくるしくなむかしこにはすき給ぬるけは
ひをとをくなるまてきこゆるさきのこゑ〱たゝならすおほえ給心まうけしつ
るひと〱もいとくちおしと思へりひめ宮はましてなをゝとにきくつき草のい
ろなる御心なりけりほのかに人のいふをきけはおとこといふものはそらことを
こそいとよくすなれおもはぬ人をおもふかほにとりなすことのはおほかるもの
とこの人かすならぬ女はらのむかしものかたりにいふをさるなをなをしきなか
にこそはけしからぬこゝろあるもましるらめなに事もすちことなるきはになり
ぬれは人のきゝおもふことつゝましくところせかるへきものとおもひしはさし
もあるましきわさなりけりあためき給へるやうにこ宮もきゝつたへ給てかやう
にけちかきほとまてはおほしよらさりしものをあやしきまて心ふかけにの給ひ
わたり思のほかにみたてまつるにつけてさへ身のうさを思ひそふるかあちきな
くもあるかなかくみをとりする御心をかつはかの中納言もいかに思給らむこゝ
にもことにはつかしけなる人はうちましらねとをの〱おもふらむか人わらへ
におこかましきことゝ思みたれ給に心ちもたかひていとなやましくおほえ給さ
うしみはたまさかにたいめむし給ときかきりなくふかきことをたのめちきり給
つれはさりともこよなうはおほしかはらしとおほつかなきもわりなきさはりこ
そはものし給らめと心のうちに思なくさめ給かたありほとへにけるか思ひゐれ
られ給はぬにしもあらぬに中〱にてうちすき給ぬるをつらくもくちをしくも
おもほゆるにいとゝものあはれなりしのひかたき御けしきなるを人なみ〱に
もてなしてれいの人めきたるすまいならはかうやうにもてなし給ふましきをな
とあね宮はいとゝしくあはれとみたてまつり給ふわれも世になからへはかうや
うなることみつへきにこそはあめれ中納言のとさまかうさまにいひありき給も
人の心をみむとなりけり心ひとつにもてはなれておもふともこしらへやるかき
りこそあれある人のこりすまにかゝるすちのことをのみいかてと思ためれは心
よりほかにつゐにもてなされぬへかめりこれこそはかへす〱さる心してよを
すくせとの給ひをきしはかゝることもやあらむのいさめなりけりさもこそはう
き身ともにてさるへき人にもをくれたてまつらめやうのものと人わらへなるこ
とをそふるありさまにてなき御かけをさへなやましたてまつらむかいみしさな
るをわれたにさるもの思ひにしつますつみなといとふかゝらぬさきにいかてな
くなりなむとおほししつむにこゝちもまことにくるしけれはものもつゆはかり
まいらすたゝなからむのちのあらましことをあけくれ思つゝけ給にも心ほそく
てこの君をみたてまつり給もいと心くるしくわれにさへをくれたまひていかに
いみしくなくさむかたなからむあたらしくおかしきさまをあけくれのみものに
ていかて人〻しくもみなしたてまつらむと思ひあつかふをこそ人しれぬ行さき
のたのみにも思ひつれかきりなき人にものし給ともかはかり人わらへなるめを
みてむ人の世中にたちましりれいの人さまにてへ給はんはたくひすくなく心う
からむなとおほしつゝくるにいふかひもなくこの世にはいさゝか思なくさむか
たなくてすきぬへき身ともなりけりと心ほそくおほす宮はたちかへりれいのや
うにしのひてといてたち給けるを内にかゝる御しのひことにより山さとの御あ
りきもゆくりかにおほしたつなりけりかろ〱しき御ありさまと世人もしたに
そしり申なりと衛門督のもらし申給けれは中宮もきこしめしなけきうへもいと
ゝゆるさぬ御けしきにておほかた心にまかせ給へる御さとすみのあしきなりと
きひしきことゝもいてきて内につとさふらはせたてまつり給左のおほい殿の六
の君をうけひかすおほしたる事なれとおしたちてまいらせ給へくみなさためら
る中納言殿きゝ給てあいなくものを思ありき給わかあまりことやうなるそやさ
るへき契やありけむみこのうしろめたしとおほしたりしさまもあはれにわすれ
かたくこの君たちの御ありさまけはひもことなる事なくて世におとろへ給はむ
ことのおしくもおほゆるあまりに人〻しくもてなさはやとあやしきまてもてあ
つかはるゝに宮もあやにくにとりもちてせめ給しかはわかおもふかたはことな
るにゆつらるゝありさまもあいなくてかくもてなしてしを思へはくやしくもあ
りけるかないつれもわか物にてみたてまつらむにとかむへき人もなしかしとと
りかへすものならねとおこかましく心ひとつに思ひみたれ給宮はまして御こゝ
ろにかゝらぬおりなくこひしくうしろめたしとおほす御心につきておほす人あ
らはこゝにまいらせてれいさまにのとやかにもてなし給へすちことに思きこえ
給へるにかるひたるやうに人のきこゆへかめるもいとなむくちをしきと大宮は
あけくれきこえ給しくれいたくしてのとやかなる日女一宮の御かたにまいり給
つれは御まへに人おほくもさふらはすしめやかに御ゑなむと御らんするほとな
り御木丁はかりへたてゝ御物かたりきこえ給かきりもなくあてにけたかきもの
からなよひかにおかしき御けはひをとしころふたつなきものに思ひきこえ給て
又この御ありさまになすらふ人よにありなむや冷泉院のひめ宮はかりこそ御お
ほえのほとうち〱の御けはひも心にくゝきこゆれとうちいてむかたもなくお
ほしわたるにかの山さと人はらうたけにあてなるかたのおとりきこゆましきそ
かしなとまつ思いつるにいとゝこひしくてなくさめに御ゑとものあまたちりた
るをみ給へはおかしけなる女ゑとものこひするおとこのすまゐなとかきませ山
さとのおかしきいゑゐなと心〱に世のありさまかきたるをよそへらるゝ事お
ほくて御めとまりたまへはすこしきこえ給てかしこへたてまつらむとおほすさ
い五かものかたりをかきていもうとにきむをしへたる所の人のむすはんといひ
たるをみていかゝおほすらんすこしちかくまいりより給ていにしへの人もさる
へきほとはへたてなくこそならはして侍けれいとうと〱しくのみもてなさせ
給こそとしのひてきこえ給へはいかなるゑにかとおほすにおしまきよせて御ま
へにさしいれ給へるをうつふして御らむする御くしのうちなひきてこほれいて
たるかたそはゝかりほのかにみたてまつり給るあかすめてたくすこしもゝのへ
たてたる人と思きこえましかはとおほすにしのひかたくて
　　わか草のねみむものとはおもはねとむすほゝれたる心ちこそすれ御まへな
る人〻はこの宮をはことにはちきこえてものゝうしろにかくれたりことしもこ
そあれうたてあやしとおほせはものもの給はすことはりにてうらなくものをと
いひたるひめ君もされてにくゝおほさるむらさきのうへのとりわきてこのふた
所をはならはしきこえ給しかはあまたの御なかにへたてなく思かはしきこえ給
へり世になくかしつきゝこえ給てさふらふ人〻もかたほにすこしあかぬところ
あるははしたなけなりやむことなき人の御むすめなともいとおほかり御心のう
つろひやすきはめつらしき人〻にはかなくかたらひつきなとし給つゝかのわた
りをおほしわするゝおりなきものからをとつれ給はて日ころへぬまちきこえ給
ところはたえまとをき心ちして猶かくなめりと心ほそくなかめ給ふに中納言お
はしたりなやましけにし給ときゝて御とふらひなりけりいと心ちまとふはかり
の御なやみにもあらねとことつけてたいめむし給はすおとろきなからはるけき
ほとをまいりきつるを猶かのなやみ給ふらむ御あたりちかくとせちにおほつか
なかりきこえ給へはうちとけてすまゐ給へるかたのみすのまへにいれたてまつ
るいとかたはらいたきわさとくるしかり給へとけにくゝはあらて御くしもたけ
御いらへなときこえ給宮の御心もゆかておはしすきにしありさまなとかたりき
こえ給てのとかにおほせ心いられしてなうらみきこえ給そなとをしへきこえ給
へはこゝにはともかくもきこえたまはさめりなき人の御いさめはかゝることに
こそとみ侍はかりなむいとおしかりけるとてなき給気色なりいと心くるしくわ
れさへはつかしき心ちして世中はとてもかくてもひとつさまにてすくすことか
たくなむ侍をいかなる事をも御らんししらぬ御こゝろともにはひとへにうらめ
しなとおほすこともあらむをしゐておほしのとめようしろめたくはよにあらし
となん思はへるなと人の御うへをさへあつかふもかつはあやしくおほゆよる
〱はましていとくるしけにし給けれはうとき人の御けはひのちかきもなかの
宮のくるしけにおほしたれは猶れいのあなたにと人〻きこゆれとましてかくわ
つらひ給ほとのおほつかなさを思のまゝにまいりきていたしはなち給へれはい
とわりなくなむかゝるおりの御あつかひもたれかははか〱しくつかうまつる
なと弁のおもとにかたらひ給てみす法ともはしむへきことの給いとみくるしく
ことさらにもいとはしき身をときゝ給へと思くまなくのたまはむもうたてあれ
はさすかになからへよと思ひ給へる心はえもあはれなり又のあしたにすこしも
よろしくおほさるやきのふはかりにてたにきこえさせむとあれはひころふれは
にやけふはいとくるしくなむさらはこなたにといひいたし給へりいとあはれに
いかにものし給へきにかあらむありしよりはなつかしき御けしきなるもむねつ
ふれておほゆれはちかくよりてよろつのことをきこえ給てくるしくてえきこえ
すすこしためらはむほとにとていとかすかにあはれなるけはひをかきりなく心
くるしくてなけきゐ給へりさすかにつれ〱とかくておはしかたけれはいとう
しろめたけれとかへり給かゝる御すまゐは猶くるしかりけりところさり給にこ
とよせてさるへき所にうつろはしたてまつらむなときこえをきてあさりにも御
いのり心にいるへくのたまひしらせていて給ぬこの君の御ともなる人のいつし
かとこゝなるわかき人をかたらひよりたるなりけりをのかしゝの物かたりにか
の宮の御しのひありきせいせられ給て内にのみこもりおはしますひたりのお
ほいとのゝ君をあはせたてまつり給へるなるをむなかたはとしころの御ほいな
れはおほしとゝこほる事なくてとしのうちにありぬへかなり宮はしふ〱にお
ほして内わたりにもたゝすきかましき事に御心をいれてみかときさいの御いま
しめにしつまり給へくもあらさめりわか殿こそなをあやしく人にゝ給はすあま
りまめにおはしまして人にはもてなやまれ給へこゝにかくわたり給のみなむめ
もあやにおほろけならぬことゝ人申なとかたりけるをさこそいひつれなと人〻
の中にてかたるをきゝ給にいとゝむねふたかりていまはかきりにこそあなれや
むことなきかたにさたまり給はぬなをさりの御すさひにかくまておほしけむを
さすかに中納言なとのおもはんところをおほしてことのはのかきりふかきなり
けりと思なし給にともかくも人の御つらさは思ひしらすいとゝ身のをき所のな
き心ちしてしほれふし給へりよはき御心ちはいとゝ世にたちとまるへくもおほ
えすはつかしけなる人〻にはあらねと思らむところのくるしけれはきかぬやう
にてねたまへるを中の君ものおもふ時のわさときゝしうたゝねの御さまのいと
らうたけにてかいなをまくらにてね給へるに御くしのたまりたるほとなとあり
かたくうつくしけなるをみやりつゝおやのいさめしことのはもかへす〱おも
ひいてられ給てかなしけれはつみふかゝなるそこにはよもしつみ給はしいつこ
にも〱おはすらむかたにむかへ給ひてよかくいみしくものおもふ身ともをう
ちすて給て夢にたにみえ給はぬよと思つゝけ給ゆふくれのそらのけしきいとす
こくしくれてこのしたふきはらふ風のをとなとにたとへんかたなくきしかた行
さきおもひつゝけられてそひふし給へるさまあてにかきりなくみえたまふしろ
き御そにかみはけつることもし給はてほとへぬれとまよふすちなくうちやられ
てひころにすこしあをみ給へるしもなまめかしさまさりてなかめいたし給へる
まみひたいつきのほともみしらん人にみせまほしひるねの君風のいとあらきに
おとろかされておきあかり給へり山ふきうす色なとはなやかなる色あひに御か
ほはことさらにそめにほはしたらむやうにいとおかしくはなはなとしていさゝ
か物おもふへきさまもし給へらすこ宮の夢にみえ給つるいとものおほしたるけ
しきにてこのわたりにこそほのめき給つれとかたり給へはいとゝしくかなしさ
そひてうせ給てのちいかて夢にもみたてまつらむとおもふをさらにこそみたて
まつらねとてふた所なからいみしくなき給このころあけくれ思いてたてまつれ
はほのめきもやおはすらむいかておはすらむ所にたつねまいらむつみふかけな
る身ともにてとのちのよをさへ思ひやり給人の国にありけむかうのけふりそい
とえまほしくおほさるゝゐとくらくなるほとに宮より御つかひありおりはすこ
しもの思ひなくさみぬへし御かたはとみにもみ給はす猶心うつくしくおひらか
なるさまにきこえ給へかくてはかなくもなり侍なはこれよりなこりなきかたに
もてなしきこゆる人もやいてこむとうしろめたきをまれにもこの人の思ひいて
きこえ給はむにさやうなるあるましき心つかふ人はえあらしと思へはつらきな
からなむたのまれ侍ときこえ給へはをくらさむとおほしけるこそいみしく侍れ
といよ〱かほをひきいれ給かきりあれはかた時もとまらしと思しかとなから
ふるわさなりけりと思侍そやあすしらぬよのさすかになけかしきもたかためお
しきいのちにかはとておほとなふらまいらせてみ給ふれいのこまやかにかき給
て
　　なかむるはおなし雲井をいかなれはおほつかなさをそふる時雨そかくそて
ひつるなといふこともやありけむみゝなれにたるをなをあらしことゝみるにつ
けてもうらめしさまさり給さはかり世にありかたき御ありさまかたちをいとゝ
いかて人にめてられむとこのましくえむにもてなし給へれはわかき人の心よせ
たてまつり給はむことはりなりほとふるにつけてもこひしくさはかりところせ
きまて契をき給しをさりともいとかくてはやましと思なをす心そつねにそひけ
る御返こよひまいりなんときこゆれはこれかれそゝのかしきこゆれはたゝひと
ことなん
　　あられふるみ山のさとはあさ夕になかむる空もかきくらしつゝかくいふは
神な月のつこもりなりけり月もへたゝりぬるよと宮はしつ心なくおほされてこ
よひこよひとおほしつゝさはりおほみなるほとに五節なととくいてきたるとし
にて内わたりいまめかしくまきれかちにてわさともなけれとすくい給ほとにあ
さましくまちとをなりはかなく人をみ給につけてもさるは御心にはなるゝをり
なし左のおほいとのゝわたりの事大宮も猶さるのとやかなる御うしろみをまう
け給てそのほかにたつねまほしくおほさるゝ人あらはまいらせておも〱しく
もてなし給へときこえ給へとしはしさ思ふたまふるやうなむきこえいなひ給て
まことにつらきめはいかてかみせむなとおほす御心をしり給はねは月日にそへ
てものをのみおほす中納言もみしほとよりはかろひたる御心かなさりともとお
もひきこえけるもいとをしく心からおほえつゝおさ〱まいり給はすやまさと
にはいかに〱ととふらひきこえ給この月となりてはすこしよろしくおはすと
きゝ給けるにおほやけわたくしものさはかしきころにて五六日人もたてまつれ
給はぬにいかならむとうちおとろかれたまいてわりなきことのしけさをうちす
てゝまて給すほうはおこたりはて給まてとのたまひをきけるをよろしくなりに
けりとてあさりをもかへし給ひけれはいと人すくなにてれゐの老人いてきて御
ありさまきこゆそこはかといたきところもなくおとろ〱しからぬ御なやみに
ものをなむさらにきこしめさぬもとより人にゝ給はすあえかにおはしますうち
にこのみやの御ことゐてきにしのちいとゝものおほしたるさまにてはかなき御
くたものをたに御らむしいれさりしつもりにやあさましくよはくなり給てさら
にたのむへくもみえ給はすよに心うく侍ける身のいのちのなかさにてかゝるこ
とをみたてまつれはまついかてさきたちきこえむと思給へゐり侍といひもやら
すなくさまことはりなり心うくなとかゝくともつけ給はさりける院にも内にも
あさましくことしけきころにて日ころもえきこえさりつるおほつかなさとてあ
りしかたにいり給ふ御まくらかみちかくてものきこえ給へと御こゑもなきやう
にてえいらへたまはすかくおもくなり給まてたれも〱つけたまはさりけるか
つらくもおもふにかひなきことゝうらみてれいのあさりおほかた世にしるしあ
りときこゆる人のかきりあまたさうし給みすほうと経あくる日よりはしめさせ
給はむとてとの人あまたまいりつとひかみしもの人たちさはきたれは心ほそさ
のなこりなくたのもしけなりくれぬれはれいのあなたにときこえて御ゆつけな
とまいらむとすれとちかくてたにみたてまつらむとてみなみのひさしはさうの
座なれはひんかしおもてのいますこしちかきかたに屏風なとたてさせていり
ゐ給なかの宮くるしとおほしたれとこの御中を猶もてはなれたまはぬなりけり
とみなおもひてうとくもえもてなしへたてす初夜よりはしめて法花経をふたむ
によませ給ふこゑたうときかきり十二人していとたうとし火はこなたのみなみ
のまにともしてうちはくらきに木丁をひきあけてすこしすへり入てみたてまつ
り給へは老人とも二三人そさふらふなかの宮はふとかくれ給ぬれはいと人すく
なに心ほそくてふし給へるをなとか御こゑをたにきかせたまはぬとて御てをと
らへておとろかしきこえ給へは心ちには思なからものいふかいとくるしくてな
ん日ころをとつれ給はさりつれはおほつかなくてすき侍ぬへきにやとくちをし
くこそ侍つれといきのしたにの給かくまたれたてまつるほとまてまいりこさり
けることゝてさくりもよゝとなき給御くしなとすこしあつくそおはしけるなに
のつみなる御心ちにか人のなけきおふこそかくあむなれと御みゝにさしあてゝ
ものをおほくきこえ給へはうるさうもはつかしうもおほえてかをゝふたき給へ
るをむなしくみなしていかなる心ちせむとむねもひしけておほゆひころみたて
まつり給つらむ御心ちもやすからすおほされつらむこよひたに心やすくうちや
すませ給へとのゐ人さふらふへしときこえ給へはうしろめたけれとさるやうこ
そはとおほしてすこししそき給へりひたおもてにはあらねとはひよりつゝみた
てまつり給へはいとくるしくはつかしけれとかゝるへき契こそはありけめとお
ほしてこよなうのとかにうしろやすき御心をかのかたつかたの人にみくらへた
てまつり給へはあはれとも思ひしられにたりむなしくなりなむのちのおもひて
にも心こはくおもひくまなからしとつゝみ給てはしたなくもえをしはなち給は
すよもすから人をそゝのかして御ゆなとまいらせたてまつり給へとつゆはかり
まいるけしきもなしいみしのわさやいかにしてかはかけとゝむへきとゐはむか
たなくおもひい給へりふたむ経のあか月かたのゐかはりたるこゑのいとたうと
きにあさりもよひにさふらひてねふりたるうちおとろきてたらによむ老かれに
たれといとくうつきてたのもしうきこゆいかゝこよひはおはしましつらむなと
きこゆるついてにこ宮の御ことなと申いてゝはなしは〱うちかみていかなる
所におはしますらむさりともすゝしきかたにそと思ひやりたてまつるをさいつ
ころの夢になむみえおはしましゝそくの御かたちにて世中をふかういとひはな
れしかは心とまることなかりしをいさゝかうち思ひし事にみたれてなんたゝし
はしねかひのところをへたゝれるをおもふなんいとくやしきすゝむるわさせよ
といとさたかにおほせられしをたちまちにつかうまつるへきことのおほえ侍ら
ねはたへたるにしたかひておこなひし侍法師はら五六人してなにかしの念仏な
んつかうまつらせ侍るさては思給へえたること侍りて常不軽をなむつかせはへ
るなと申にきみもいみしうなき給かの世にさへさまたけきこゆらんつみのほと
をくるしき御心ちにもいとゝきえいりぬはかりおほえ給いかてかのまたさたま
り給はさらむさきにまてゝおなし所にもときゝふし給へりあさりは事すくなに
てたちぬこのさう不軽そのわたりのさと〱京まてありきけるをあか月のあら
しにわひてあさりのさふらふあたりをたつねて中門のもとにゐていとたうとく
つく廻向のすゑつかたの心はえいとあはれなりまらうともこなたにすゝみたる
御心にてあはれしのはれ給はすなかの宮せちにおほつかなくておくのかたなる
木丁のうしろにより給へるけはひをきゝ給てあさやかにゐなをり給て不軽のこ
ゑはいかゝきかせ給ひつらむおも〱しきみちにはおこなはぬことなれとたう
とくこそ侍けれとて
　　霜さゆるみきはの千鳥うちわひてなくねかなしきあさほらけかなことはの
やうにきこえ給つれなき人の御けはひにもかよひて思ひよそへらるれといらへ
にくゝて弁してそきこえ給ふ
　　あかつきの霜うちはらひ鳴ちとりものおもふ人の心をやしるにつかはしか
らぬ御かはりなれとゆへなからすきこえなすかやうのはかなしこともつゝまし
けなる物からなつかしうかひあるさまにとりなし給ふものをいまはとてわかれ
なはいかなる心ちせむとまとひ給宮の夢にみえ給けむさまおほしあはするにか
う心くるしき御ありさまともをあまかけりてもいかにみ給らむとおしはかられ
ておはしまししみてらにも御す経せさせ給所〱のいのりのつかひいたしたて
させ給おほやけにもわたくしにも御いとまのよし申給てまつりはらへよろつに
いたらぬ事なくし給へとものゝつみめきたる御やまゐにもあらさりけれはなに
のしるしもみえすみつからもたいらかにあらむともほとけをもねむしたまはゝ
こそあらめなをかゝるつゐてにいかてうせなむこの君のかくそゐてのこりなく
なりぬるをいまはもてはなれむかたなしさりとてかうをろかならすみゆめる心
はえのみをとりしてわれも人もみえむか心やすからすうかるへきこともしいの
ちしゐてとまらはやまゐに事つけてかたちをもかへてむさてのみこそなかき心
をもかたみにみはつへきわさなれと思しみ給てとあるにてもかゝるにてもいか
てこのおもふことしてむとおほすをさまてさかしきことはえうちいて給はてな
かの宮に心ちのいよ〱たのもしけなくおほゆるをいむことなんいとしるしあ
りていのちのふる事ときゝしをさやうにあさりにの給へときこえ給へはみなな
きさはきていとあるましき御事なりかくはかりおほしまとふめる中納言殿もい
かゝあえなきやうにおもひきこえ給はむとにけなき事に思てたのもし人にも申
つかねはくちをしうおほすかくこもりゐ給つれはきゝつきつゝ御とふらひにふ
りはえものし給人もありをろかにおほされぬことゝみ給へは殿人したしきけい
しなとはをの〱よろつの御いのりをせさせなけきゝこゆとよのあかりはけふ
そかしと京思ひやり給風いとふ吹て雪のふるさまあはたゝしうあれまとふみや
こにはいとかうしもあらしかしと人やりならす心ほそうてうとくてやみぬへき
にやとおもふ契はつらけれとうらむへうもあらすなつかしうらうたけなる御も
てなしをたゝしはしにてもれいになして思つることゝもゝかたらはゝやとおも
ひつゝけてなかめ給ひかりもなくてくれはてぬ
　　かきくもり日かけもみえぬおく山に心をくらすころにもある哉たゝかくて
おはするをたのみにみな思きこえたりれいのちかきかたにゐ給へるにみ木丁な
とを風のあらはに吹なせはなかの宮おくにいり給みくるしけなる人〻もかゝや
きかくれぬるほとにいとちかうよりていかゝおほさるゝ心ちに思ひのこすこと
なくねむしきこゆるかひなく御こゑをたにきかすなりにたれはいとこそわひし
けれをくらかし給はゝいみしうつらからむとなく〱きこえ給ふものおほえす
なりにたるさまなれとかほはいとよくかくし給へりよろしきひまあらはきこえ
まほしきことも侍れとたゝきえいるやうにのみなり行はくちをしきわさにこそ
といとあはれと思給へるけしきなるにいよ〱せきとゝめかたくてゆゝしうか
く心ほそけに思ふとはみえしとつゝみ給へとこゑもおしまれすいかなる契にて
かきりなく思ひきこえなからつらきことおほくてわかれたてまつるへきにかす
こしうきさまをたにみせ給はゝなむ思さますふしにもせむとまもれといよ〱
あはれけにあたらしくおかしき御ありさまのみみゆかいなゝともいとほそうな
りてかけのやうによはけなるものからいろあひもかはらすしろううつくしけに
なよ〱としてしろき御そとものなよひかなるにふすまをゝしやりてなかにみ
もなきひゐなをふせたらむ心ちして御くしはいとこちたうもあらぬほとにうち
やられたる枕よりおちたるきはのつや〱とめてたうおかしけなるもいかにな
り給なむとするそとあるへき物にもあらさめりとみるかおしきことたくひなし
こゝらひさしくなやみてひきもつくろはぬけはひの心とけすはつかしけにかき
りなうもてなしさまよう人にもおほうまさりてこまかにみるまゝにたましゐも
しつまらむかたなしつゐにうちすて給なはよにしはしもとまるへきにもあらす
いのちもしかきりありてとまるへうともふかき山にさすらへなむとすたゝいと
心くるしうてとまり給はむ御ことをなん思きこゆるといらへさせたてまつらむ
とてかの御ことをかけ給へはかをかくし給へる御そてをすこしひきなをしてか
くはかなかりける物を思ひくまなきやうにおほされたりつるもかひなけれはこ
のとまり給はむ人をおなしこと思ひきこえ給へとほのめかしきこえしにたかへ
給はさらましかはうしろやすからましとこれのみなむうらめしきふしにてとま
りぬへうおほえ侍との給へはかくいみしうものおもふへき身にやありけんいか
にも〱ことさまにこの世を思かゝつらふかたの侍らさりつれは御おもむけに
したかひきこえすなりにしいまなむくやしく心くるしうもおほゆるされともう
しろめたくなおもひきこえ給そなとこしらへていとくるしけにし給へはすほう
のあさりともめしいれさせさま〱にけむあるかきりしてかちまいらせさせ給
ふわれも仏をねんせさせ給ふことかきりなし世中をことさらにいとひはなれね
とすゝめ給ふ仏なとのいとかくいみしき物はおもはせ給にやあらむみるまゝに
ものかくれ行やうにてきえはて給ぬるはいみしきわさかなひきとゝむへきかた
なくあしすりもしつへく人のかたくなしとみむこともおほえすかきりとみたて
まつり給てなかの宮のをくれしとおもひまとひ給さまもことはりなりあるにも
あらすみえ給をれいのさかしき女はらいまはいとゆゝしきことゝひきさけたて
まつる中納言の君はさりともいとかゝる事あらし夢かとおほして御となふらを
ちかうかゝけてみたてまつり給にかくし給かほもたゝねたまへるやうにてかは
りたまへるところもなくうつくしけにてうちふし給へるをかくなからむしのか
らのやうにてもみるわさならましかはと思まとはるいまはの事ともするに御く
しをかきやるにさとうちにほひたるたゝありしなからのにほひになつかしうか
うはしきもありかたうなにことにてこの人をすこしもなのめなりしと思さまさ
むまことによの中を思すてはつるしるへならはおそろしけにうきことのかなし
さもさめぬへきふしをたにみつけさせ給へと仏を念し給へといとゝ思のとめむ
かたなくのみあれはいふかひなくてひたふるにけふりにたになしはてゝむとお
もほしてとかくれいのさほうともするそあさましかりけるそらをあゆむやうに
たゝよひつゝかきりのありさまさへはかなけにてけふりもおほくむすほゝれ給
はすなりぬるもあえなしとあきれてかへり給ぬ御いみにこもれる人数おほくて
心ほそさはすこしまきれぬへけれとなかの宮は人のみおもはんこともはつかし
き身の心うさを思しつみ給て又なき人にみえ給宮よりも御とふらひいとしけく
たてまつれ給おもはすにつく〱と思きこえ給へりしけしきもおほしなをらて
やみぬるをおほすにいとうき人の御ゆかりなり中納言かくよのいと心うくおほ
ゆるついてにほいとけんとおほさるれと三条の宮のおほされむことにはゝかり
この君の御ことの心くるしさとに思みたれてかのゝ給しやうにてかたみにもみ
るへかりける物をしたの心は身をわけ給へりともうつろふへくもおほえ給さり
しをかう物思はせたてまつるよりはたゝうちかたらひてつきせぬなくさめにも
みたてまつりかよはましものをなとおほすかりそめに京にもいて給はすかきた
えなくさむかたなくてこもりおはするを世人もをろかならす思給へることゝみ
きゝて内よりはしめたてまつりて御とふらひおほかりはかなくてひころはすき
行七日〱の事ともいとたうとくせさせ給つゝをろかならすけうし給へとかき
りあれは御その色のかはらぬをかの御かたの心よせわきたりし人〻のいとくろ
くきかへたるをほのみ給ふも
　　くれなゐにおつる涙もかひなきはかたみの色をそめぬなりけりゆるしいろ
のこほりとけぬかとみゆるをいとゝぬらしそへつゝなかめ給ふさまいとなまめ
かしくきよけなり人〻のそきつゝみたてまつりていふかひなき御ことをはさる
物にてこのとのゝかくならひたてまつりていまはとよそにおもひきこえむこそ
あたらしくくちをしけれおもひのほかなる御すくせにもおはしけるかなかくふ
かき御心のほとをかた〱にそむかせ給へるよとなきあへりこの御かたにはむ
かしの御かたみにいまはなに事もきこえうけ給はらむとなん思給ふるうと〱
しくおほしへたつなときこえ給へとよろつの事うき身なりけりと物のみつゝま
しくてまたたいめむしてものなときこえ給はすこの君はけさやかなるかたにい
ますこしこめきけたかくおはするものからなつかしくにほひある心さまそおと
り給へりけるとことにふれておほゆ雪のかきくらしふる日ひねもすになかめく
らして世の人のすさましきことにいふなるしはすの月夜のくもりなくさしいて
たるをすたれまきあけてみ給へはむかひのてらのかねのこゑ枕をそはたてゝけ
ふもくれぬとかすかなるひゝきをきゝて
　　をくれしと空行月をしたふかなつゐにすむへきこのよならねは風のいとは
けしけれはしとみをろさせ給によもの山のかゝみとみゆるみきはのこほり月か
けにいとおもしろし京のいゑのかきりなくとみかくもえかうはあらぬはやとお
ほゆわつかにいきいてゝものし給はましかはもろともにきこえましとおもひつ
ゝくるそむねよりあまる心ちする
　　恋わひてしぬるくすりのゆかしきに雪の山にやあとをけなましなかはなる
偈をしへむおにもかなことつけて身もなけむとおほすそ心きたなきひしり心な
りける人〻ちかくよひいて給て物かたりなとせさせ給けはひなとのいとあらま
ほしくのとやかに心ふかきをみたてまつる人〻わかきは心にしめてめてたしと
思たてまつる老たるはたゝくちおしくいみしき事をいとゝ思ふ御心ちのおもく
ならせ給しこともたゝこの宮の御ことをおもはすにみたてまつり給て人わらへ
にいみしとおほすめりしをさすかにかの御かたにはかくおもふとしられたてま
つらしとたゝ御心ひとつによをうらみ給めりしほとにはかなき御くた物をもき
こしめしふれすたゝよはりになむよはらせ給めりしうはへにはなにはかりこと
〱しくものふかけにももてなさせ給はてしたの御心のかきりなくなにことも
おほすめりしにこ宮の御いましめにさへたかひぬることゝあいなう人の御うへ
をおほしなやみそめしなりときこえており〱の給しことなとかたりいてつゝ
たれも〱なきまとふことつきせすわか心からあちきなきことをおもはせたて
まつりけむ事ととりかへさまほしくなへての世もつらきにねんすをいとゝあは
れにし給てまとろむほとなくあかし給にまた夜ふかきほとの雪のけはひいとさ
むけなるに人〻こゑあまたしてむまのをときこゆなに人かはかゝるさよ中に雪
をわくへきとたいとこたちもおとろき思えるに宮かりの御そにいたうやつれて
ぬれ〱いり給へるなりけりうちたゝき給さまさなゝりときゝ給て中納言はか
くろへたるかたに入たまひてしのひておはす御いみは日かすのこりたりけれと
心もとなくおほしわひてよ一夜雪にまとはされてそおはしましけるひころのつ
らさもまきれぬへきほとなれとたいめむし給へき心ちもせすおほしなけきたる
さまのはつかしかりしをやかてみなをされ給はすなりにしもいまよりのちの御
心あらたまらむはかひなかるへく思しみてものし給へはたれも〱いみしうこ
とはりをきこえしらせつゝものこしにてそひころのおこたりつきせすの給をつ
く〱ときゝゐ給へるこれもいとあるかなきかにてをくれ給ふましきにやとき
こゆる御けはひの心くるしさをうしろめたういみしと宮もおほしたりけふは御
身をすてゝとまり給ぬものこしならてといたくわひ給へといますこし物おほゆ
るほとまて侍らはとのみきこえ給てつれなきを中納言もけしききゝ給てさるへ
き人めしいてゝ御ありさまにたかひて心あさきやうなる御もてなしのむかしも
いまも心うかりける月ころのつみはさも思きこえ給ぬへきことなれとにくから
ぬさまにこそかうかへたてまつりたまはめかやうなる事またみしらぬ御心にて
くるしうおほすらんなとしのひてさかしかり給へはいよ〱この君の御心もは
つかしくてえきこえ給はすあさましく心うくおはしけりきこえしさまをもむけ
にわすれ給けることゝをろかならすなけきくらし給へりよるのけしきいとゝけ
はしき風のをとに人やりならすなけきふしたまへるもさすかにてれいのものへ
たてゝきこえの給ちゝのやしろをひきかけて行さきなかきことをちきりきこえ
給もいかてかくくちなれ給けむと心うけれとよそにてつれなきほとのうとまし
さよりはあはれに人の心もたをやきぬへき御さまを一かたにもえうとみはつま
しかりけりたゝつく〱ときゝて
　　きしかたを思ひいつるもはかなきを行すゑかけてなにたのむらんとほのか
にの給なか〱いふせう心もとなし
　　行すゑをみしかき物とおもひなはめのまへにたにそむかさらなんなに事も
いとかうみるほとなきよをつみふかくなおほしないそとよろつにこしらへ給へ
と心ちもなやましくなむとていり給にけり人のみるらんもいと人わろくてなけ
きあかし給ふうらみむもことはりなるほとなれとあまりに人にくゝもとつらき
涙のおつれはましていかに思つらむとさま〱あはれにおほしゝらる中納言の
あるしかたにすみなれて人〻やすらかによひつかひ人もあまたしてものまいら
せなとし給をあはれにもおかしうも御らむすいといたうやせあをみてほれ〱
しきまてものを思たれは心くるしとみ給てまめやかにとふらひ給ありしさまな
とかひなき事なれとこの宮にこそはきこえめと思へとうちいてむにつけてもい
と心よはくかたくなしくみえたてまつらむにはゝかりてことすくななりねをの
みなきて日かすへにけれはかほかはりのしたるもみくるしくはあらていよ〱
物きよけになまめいたるを女ならはかならす心うつりなむとをのかけしからぬ
御心ならひにおほしよるもなまうしろめたかりけれはいかて人のそしりもうら
みをもはふきて京にうつろはしてむとおほすかくつれなきものから内わたりに
もきこしめしていとあしかるへきにおほしわひてけふはかへらせ給ぬをろかな
らすことの葉をつくし給へとつれなきはくるしきものをとひとふしをおほしし
らせまほしくて心とけすなりぬとしくれかたにはかゝらぬ所たにそらのけしき
れいにはにぬをあれぬ日なくふりつむ雪にうちなかめつゝあかしくらし給こゝ
ちつきせす夢のやうなり宮よりもみすきやうなとこちたきまてとふらひきこえ
給かくてのみやはあたらしきとしさへなけきすくさむこゝかしこにもおほつか
なくてとちこもり給へることをきこえ給へはいまはとてかへり給はむ心ちもた
とへむかたなしかくおはしならひて人しけかりつるなこりなくならむをおもひ
わふる人〻いみしかりしおりのさしあたりてかなしかりしさはきよりもうちし
つまりていみしくおほゆときときおりふしおかしやかなるほとにきこえかはし
給しとしころよりもかくのとやかにてすくし給へるひころの御ありさまけはひ
のなつかしくなさけふかうはかなきことにもまめなるかたにもおもひやりおほ
かる御心はえをいまはかきりにみたてまつりさしつる事とおほゝれあへりかの
宮よりは猶かうまいりくることもいとかたきをおもひわひてちかうわたひたて
まつるへきことをなむたはかりいてたるときこえ給へりきさいの宮きこしめし
つけて中納言もかくをろかならす思ほれてゐたなるはけにをしなへておもひか
たうこそはたれもおほさるらめと心くるしかり給て二条の院のにしのたいにわ
たいたまてとき〱もかよひたまふへくしのひてきこえ給ひけるは女一宮の御
かたにことよせておほしなるにやとおほしなからおほつかなかるましきはうれ
しくての給ふなりけりさなゝりと中納言もきゝ給て三条の宮もつくりはてゝわ
たいたてまつらむ事をおもひしものをかの御かはりになすらへてみるへかりけ
るをなとひきかへし心ほそし宮のおほしよるめりしすちはいとにけなき事にお
もひはなれておほかたの御うしろみはわれならては又たれかはとおほすとや